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研究主題「教育の情報化に対応した新しい授業支援体制の研究開発」 
 

概要：教育の情報化に対応した新しい授業支援体制の研究を行い、その学習活動の実践を

通じて、多様な教育活動の創造、児童生徒の情報活用能力の向上とともに、わかる

授業の推進を図る調査研究を行い、｢ネットワークを活用した教育支援」、「ｅラ

ーニングを活用した授業支援｣、｢コンテンツを活用したわかる授業の展開｣、の３

つのテーマを立て、研究趣旨、課題の設定理由、研究仮説、これまでの研究経過、

研究目標、各学校の研究、成果と課題、提案・展望等を報告する。 
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はじめに 

文部科学省は、２００５年度でいわゆる「e-Japan 戦略」が終結するのに伴い、新たな

政府戦略策定に向けての文部科学省としての目指すべき方向性及び具体的な施策の基本的

な考え方として「ポスト２００５」をまとめた(平成１７年１０月２４日)。その中で、今

後の学校教育の情報化に関して、目指すべき方向性として、我が国が 先端のＩＴ国家で

あり続け、新しいＩＴ社会の開拓者となることを目指し、学校教育の情報化を推進し、速

やかにＩＴ環境の整備を行い、教員のＩＴ指導力の向上及びＩＴ教育の更なる充実を図る

こと、また、校務の情報化を促進し、学校運営の効率化等ＩＴの多面的な活用を促進する

ことをあげている。 

具体的には、ＩＴ教育の充実のため、小中高等学校全体を通じた情報活用能力の育成を

図るとともに、教科指導における学力向上のためのＩＴ活用として、児童生徒の学習に対

する興味・関心を高め、理解を深めたり、個に応じた学習を支援することを求められてい

る。さらに、情報社会の進展に伴う課題への対応として、インターネット等の利用に起因

したトラブルや、インターネット上で人格形成に悪影響を及ぼすおそれのある有害情報が

増えている現状を踏まえ、学校において「情報社会で適正な活動を行うための基となる考

え方と態度」を育成する情報モラル教育の充実を図ることを求めている。 

このような要請を踏まえ、教育の情報化に対応した新しい授業支援体制の研究を行い、

その学習活動の実践を通じて、多様な教育活動の創造、児童生徒の情報活用能力の向上と

ともに、わかる授業の推進を図る調査研究を行う。 
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第１章 調査研究にあたって 

 

１ 研究主題・趣旨 

  『研究主題：教育の情報化に対応した新しい授業支援体制の研究開発』 (２ヵ年計画)  

今年度、新たに｢新彩の国情報化推進計画｣が策定された。その中で、学校教育

において、「すべての学級のあらゆる授業でのＩＴ活用」による「わかる授業」を

行うことが明示されている。 

 そこで、県立総合教育センターとして、コンピュータ新システムを活用した新

しい授業支援、異校種間の連携の推進（ビデオ会議システム利用）、コンテンツを

用いた授業活用モデルの提示、ｅラーニング等を活用した学習についての調査研

究を行うこととした。 

また、後に詳述する調査研究協力委員会で行った実態調査から①校務の情報化を

進めるに当たっては、セキュリティー面の課題を解決した上で取り組むこと。また、

情報化の必要性を教員一人一人に理解させることが必要であること。②手軽に使える

コンテンツを用意し、提供することが必要であること。③情報モラル教育の重要性を

広め、小中高の各発達段階に応じた指導を行う必要があること。④教員へ情報モラル

教育の指導についての研修を行う必要があること。 などの課題が明らかになった。 

また、ｅ－ｊａｐａｎ重点計画２００４により、平成１７年度までには普通教

室に１台ずつパソコンが整備されることを目指している。さらに埼玉県では、Ｉ

Ｔを活用して指導できる教員の平成１８年度中にほぼ１００％にすることを目標

に、総合教育センターで研修を行うなど様々な施策を講じている。また、平成１

７年度に総合教育センターのコンピュータシステムの更新があり学校支援システ

ムが構築された。これは、授業等で活用できるＩＣＴ(Information and 

Communication Technology)機能を提供するシステムである。 

これらを踏まえて、以下のように研究を進める。 

具体的には、 

(1) 小中高等学校の各発達段階を通した体系的な情報活用能力の育成を図るため、

ネットワーク機能を活用した新しい授業支援体制の研究 

(2) 子どもたちの学習に対する興味・関心を高め、理解を深める授業を支援するた

めのデジタルコンテンツの整備・管理や効果的な活用方法の研究 

(3) 個に応じた学習を支援するために、教科指導におけるＩＴ活用を推進し、e ラ

ーニングを新しい授業支援と位置づけた。自主的に学習できるシステムの運用と

その効果についての研究 

を行うものとする。 

 さらに、情報化社会で適正な活動を行うための基となる考え方と態度の育成を目的

とした、メディアリテラシー教育について、実践事例をもとに考察する。 
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２ 総合教育センター学校支援システムの概要    

 

学校支援システムとは、県立総合教育センターが、埼玉県下の公立小・中・高等学

校・特別支援教育諸学校（約１４００校）とその教員、約４３,０００名を対象に、授

業等で活用できるＩＣＴ機能を提供するものである。 

  具体的には埼玉県公立学校の教員方、総合教育センター等を１つのグループウェア

機能を用いて結ぶことで、ＩＣＴを活用した授業の実践や、教員同士での情報共有な

ど、教育の情報化を支援するためのシステムである。 

 

学校支援システムが提供するサービスは以下のとおりである。利用申請することで、

学校は勿論、インターネットにつながる環境であれば自宅のパソコンからでも利用が

可能になる。 

 

サービス 機   能  

コミュニケーション機能 県下１,４００校と教員約４３,０００名を対象にグループウェア機能を提供

し、電子メール等を用いて相互の情報交換を可能にする。 

ビデオ会議機能 パソコンと CCD カメラによりインターネット経由によるビデオ会議機能を提供

する。（対象は埼玉県下１,４００校・教員約４３,０００名） 

教育コンテンツ 

データベース機能 

当センター所有及び IPA の教育用コンテンツをインターネット上で提供すると

ともにコンテンツの収集・登録を行うことを可能にする。 

ｅラーニング機能 アプリケーションソフト（ワード、エクセル、パワーポイント、アクセス）の

自学自習教材を提供する。 

カリキュラムコンサル 

ティング機能 

教科指導に関する質問や相談にインターネット経由で回答する。 

（対象は埼玉県下の教員約４３,０００名） 

研修に関わるコンサル 

ティング機能 

当センター研修受講後の質問や相談にインターネット経由で回答する。 

※本システムは、いわゆるテレビ会議の機能に加えて録画機能もあるのでビデオ会議と表現する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県 立 学

校 間 ネッ

ト ワ ー ク
 

 

総 合 教 育 センターコンピュータシステム  
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３ 県立学校間ネットワークの概要 

   県立学校間ネットワークは、県立学校の高速インターネット接続環境を実現するた

め、すべての県立学校を光ファイバーで接続し、すべての県立学校は、拠点となるデ

ータセンター（県立総合教育センター深谷支所）を経由してインターネットに接続さ

れるネットワークである。 

   インターネットのサーバはデータセンターに設置し、一元的に運用管理する。 

 これにより、有害・違法情報の排除（ＵＲＬフィルタリング）、セキュリティの確

保、学校間での教育情報の共有化、ネットワーク管理の効率化、学校のネットワーク

管理等に関する負担軽減、学校間コミュニケーションの推進を図る。 

 

 (2) 県立学校間ネットワークの全体構成 
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(4) 県立学校間ネットワークの主な機能 

 

No 機         能  備    考 

１ 

ホームページ公開機能 

（校内用） 

校内に限定して、ホームページを公開することができる。

生徒が授業で作成したホームページや、学校内の掲示板的

に活用することができる。 

２ 
電子メール機能 電子メールの送受信ができる。すべての県立学校生に電子

メールアドレスを付与することができる。 

３ 
メーリングリスト機能 

（校内用） 

校内の利用者に限定して、電子メールの一斉送信ができる。
Ⅰ 

４ 

グループウェア機能 

（校内用） 

校内の利用者に限定した電子会議室、チャット、掲示板な

どの機能により、クラス・班・部活などグループごとによ

る協同作業を支援する。 

５ 

ホームページ公開機能 

（イントラネット用） 

イントラネット内に限定して、ホームページを公開するこ

とができる。 

６ 

グループウェア機能 

（イントラネット用） 

 

イントラネット内に限定した電子会議室、チャット、掲示

板などの機能により、学校間のグループによる協同作業を

支援する。 

７ 

ビデオ会議機能 

（イントラネット用） 

コンピュータを使用せず、液晶プロジェクタやテレビに接

続することができ、イントラネット内に限定して、大画面

でのビデオ会議を行うことができる。 

Ⅱ 

８ 

音声・動画像蓄積配信機能

（イントラネット用） 

 

すべての県立学校に、同時に音声及び動画像を配信するこ

とができる。 

大学教授・各業界のスペシャリストによる特別講義などを、

一斉に配信することができる。 

９ 

ホームページ公開機能 

（インターネット用） 

インターネットに、ホームページを公開することができる。

学校の情報を広く社会・家庭に向けて発信することができ

る。 

１０ 
メーリングリスト機能 

（インターネット用） 

電子メールの一斉送信ができる。 

 

１１ 
検索機能 

（インターネット用） 

埼玉県の教育用ポータルサイト（インターネットの入り口）

として構築することができる。 

１２ 
ビデオ会議機能 

（インターネット用） 

コンピュータを使った小画面のビデオ会議ができる。 

 

Ⅲ 

１３ 

教育用マルチメディア 

コンテンツ配信機能 

（インターネット用） 

児童生徒のための優良な教育用コンテンツを収集し、提供

することができる。 

 

    ※ Ⅰ校内用     Ⅱイントラ用     Ⅲインターネット用 
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４ 調査研究に関する意識調査のまとめ 

   調査研究協力委員会では、教員のＩＴ活用意識とＩＴ活用の問題点・情報モラル教

育の現状をつかむためにアンケートを実施した。（調査人数 小・中・高教員 １３２

名 複数回答・無答もあり、合計が１３２にならない場合もある。平成１７年１１月

実施）内容は、主に「校務の情報化」と「活用状況」及び「情報モラル教育」につい

てである。その目的は、「学校の情報化」が進まない原因はどこにあるのか、また、児

童生徒の授業にあたっている教員が何に戸惑っているのかを探り、「教育の情報化に対

応した新しい授業支援体制の研究開発に係る調査研究」への課題を明確にすることで

ある。 

   アンケートの結果から、次のようなことがわかった。 

  

 (1) 分析 

 

ア「校務の情報化」及び「情報化の必要性」についてであるが、下のグラフから

もわかるように、進めるべきであると考えている人は、「共有化も必要」と感

じている教員が多い（図１・図２）。校務の情報化を進める理由としては、「紙

の少量化・校務の情報化を図ることで仕事の能率が上がる」などを挙げている

が、それと同時に「セキュリティー面」の不安も挙げている。 

 

 

                       

また、情報の共有化の必要性ついては 

・各分掌で抱えている情報を共有することで指導もしやすくなる。 

・データのデジタル化により事務処理の効率化が図れる。 

などを挙げている。しかし、「どちらともいえない」という回答が多いことか

ら、まだ、情報化への踏み出しに躊躇していることが伺える。校内ＬＡＮが組

まれ、今まで以上に「教育の情報化」が進むことが予想される中、現場の教員

には、戸惑いに似たものがある。それは、機器の操作への不安と未知のことへ

の不安に対し、十分な自信が持てないことにあると思える。 

 

 

 

 

 

校務の情報化を進めるべき

いいえ
14%

はい
50%

どちらとも
36%

図１ 図２

情報の共有の必要性を感じるどちらと
も

22%

いいえ
13%

はい
65%
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イ「授業でのコンテンツ」の活用であるが、約３分の１が活用していない現状

にある（図３）。 

                      活用している教員は、ほとんどの教科にまたが

るが、中でも総合的な学習の時間や国語・社会・

算数・理科での活用が多い。 

                      また、活用しているコンテンツは、市販のもの

やＷｅｂ上のものが多い。これは、やはり、自分

で作るだけの時間的な余裕や技能が十分ではな

いということであろう。 

      

また、コンテンツの活用を図ることで、「学習への意欲化や内容の深化」に

効果があるととらえている教員が多かった。 

        活用していない教員の主な理由として「特になくても授業ができる」が挙げ

られている。これでは、授業は変わるはずもなく、「わかる授業」の実現には

ほど遠いと感じさせられる。 

 

ウ「情報モラル教育の必要性」であるが、多くの教員が危機感を持っていると思

われた。グラフからもわかるように、ほとんどの教員が情報モラル教育を必要

と感じている（図 4）。 

具体的には 

・テレビや新聞等で報じられ 

たニュースを見て。 

・子どもたちの方がメールや

ネ ッ ト に 触 れ る こ と が 多

くなっているから。 

・インターネットやメール等

で 現 実 に 犯 罪 に 巻 き 込 ま

れ て い る 児 童 生 徒 が い る

ので。 

・著作権、セキュリティー、個人情報関連に不安を感じた。 

・調べ学習において、生徒はどのサイトからも同じように情報を引き出し、

レポートに書くが、根拠のあるサイトなのかどうかには全く関心が向かず、

鵜呑みにする。 

・フィルターがかけてあっても生徒は何とかして不適切なサイトを見てしま

う。 

・情報モラル自体がよくわからない。 

などの意見が多かった。 

 

 

 

コンテンツを活用したことがある

はい
65%

いいえ
35%

図３ 

児童生徒にモラル教育は必要か

はい
90%

いいえ
2%

どちらとも
8%

図４
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エ「メディアリテラシー教育」についても、必要性を感じている教員が多い（図

5）。 

具体的には 

・生活の中にこれだけ    

情報があふれている 

時代において欠くこ 

とのできない能力で  

あると考える。 

・生活の一部になって  

いるから。 

・インターネットでの架空請求等、様々な問題が起こっている中、早急に対応す

る必要がある。 

・何でもＯＫではなく……ということを理解させたい。 

・進路選択の際、インターネットを検索し、それを簡単に信じてしまっている。

インターネットを絶対視する傾向がある。 

・情報に左右されないようにさせたい。 

・活用の中からの育成がいいのではないでしょうか。 

・特に、影の部分についても理解させる必要がある。 

・調べ学習にもインターネットを使用しても調べられない生徒が多く、適切な使

い方を指導すべきだと考える。 

などの意見が多く出され、その必要性は十分意識されている。 

       しかし、埼玉県の「情報モラル教育指導資料」の周知が十分でなく、多くの教

員が理解していないということは、一つの大きな課題であるといえる（図６）。 

 

 

                                             

 

 

 

 

 

 

「情報モラル教育指導資料」の配布時期が、平成 16 年度末ということもあったが、

今後、教員一人ひとりへの一層の理解と活用をすすめることが必要である。 

 

オ「教員自身への情報モラル教育」の必要性については、次のような意見が出さ

れた。 

・十分身に付けている人とコンピュータ関連には全くさわらない人の差が大き

いので画一的な研修は実施するのが難しいと思う。 

・情報モラルの指導といっても何をどんなふうに指導していったらいいかわか

児童生徒にメディアリテラシー教育は必要か

はい
85%

いいえ
4%

どちらとも
11%

図５

県のモラル教育指導資料を知っているか

はい
36%

いいえ
64%

図６ 
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らない人がいる。 

・資料等を後で読んでくださいと言われてもあまりよくわからない。 

・何をどのように教えたらいいのか、範囲が広すぎてわからない。 

・研修等で取り組んだ後の習熟がなされていないので時間がたつとゼロに戻っ

てしまう。 

（操作等も含めて） 

・メールの方法、マナーなど知らない教員が多い。著作権、肖像権など、理解

不足の教員が多いので必要だと思う。 

・個人情報の保護に無関心であったり、匿名の投書などを気軽に行ってしまう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 課題 

①アンケートの結果からの課題 

 ・校務の情報化を進めるに当たっては、セキュリティー面の課題を解決した上

で取り組む。また、情報化の必要性を教員一人ひとりに理解させることが必

要である。 

・手軽に使えるコンテンツを用意し、提供することが必要である。 

・情報モラル教育の必要性を広め、小中高の発達段階に応じた指導を行 

 う必要がある。 

・教員に対する情報モラル教育の指導についての研修を行う必要がある。 

     ②総合教育センターへ対する要望 

・授業で使えるコンテンツの紹介してほしいという要望が一番多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 資料：アンケート様式 

 

教員にモラル教育は必要か

はい
78%

いいえ
7%

どちらとも
15%

図７ 
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調査研究に関するアンケート （ 教 師 用 ）  
                総 合 教 育 セ ン タ ー   情 報 教 育 推 進 担 当  
                          研 究 協 力 委 員 会  
                              【 校 種 】    小 学 校   中 学 校   高 等 学 校  
                                       （              学 校 ）  
                                      あ て は ま る と こ ろ に ○ を つ け て く だ さ い 。  

      ア  ン  ケ  ー  ト  項  目    は い い い え  ど ち ら と も い

え な い

 ・校 務 の 情 報 化 を も っ と 進 め る べ き で あ る 。  
 意 見 欄 （ 具 体 的 に ）  

 ・ 情 報 の 共 有 化 の 必 要 性 を 感 じ る 。  

 校  
 務  
 へ  
 の  
 活  
 用  

 意 見 欄 （ 具 体 的 に ）  

       ア  ン  ケ  ー  ト 項 目 は い い い え   
 ・ 授 業 の 中 で 情 報 機 器 や コ ン テ ン ツ を 活 用

し た こ と が あ る 。（ コ ン テ ン ツ と は 、こ こ

で は 電 子 化 さ れ た 素 材 や 教 材 で す 。 ）  

   

 

  
 授  
 業  
 へ  
 の  
 活  
 用  

 ・ 授 業 の 中 で 情 報 機 器 や コ ン テ ン ツ を 活 用 し た 方 に お 聞 き し ま す 。（「 は

い 」 に 〇 を つ け た 方 ）  
                                         （ 以 下 、 複 数 回 答 可 ）  
 １  情 報 機 器 や コ ン テ ン ツ を 活 用 し た 場 所 は 、 ど こ で す か 。  
 
   ア  Ｐ Ｃ 室    イ  特 別 教 室    ウ  普 通 教 室    エ  体 育 館

 
  オ  校  庭    カ  そ の 他 （                ）  
 
 ２  ど の よ う な 目 的 で 活 用 し ま し た か 。  
 
  ア  学 習 意 欲 の 向 上   イ  学 習 内 容 の 深 化   ウ  発 表 能 力 の 向 上

 
  エ  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 向 上   オ  学 習 内 容 の 定 着  
 
    カ  学 習 効 率 の 向 上   キ  そ の 他  
 
 ３  ど の 教 科 等 で 活 用 し ま し た か 。  
 
   ア  総 合 的 な 学 習 の 時 間       イ  国 語    ウ  社 会 （ 地 歴 、 公 民 ）
 
  エ  算 数 、 数 学   オ  理 科 （ 物 理 、 化 学 、 生 物 、 地 学 ）  カ  生 活
 
  キ  音 楽    ク  図 工 、 美 術 、 工 芸   ケ  外 国 語  
 
  コ  技 術 ･家 庭 、家 庭  サ  保 健 、体 育   シ  道 徳   ス  特 別 活 動
 
  セ  専 門 （ 工 、 商 、 農 等 ）    ソ  そ の 他 （      ）  
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 ４  ど の よ う な コ ン テ ン ツ を 利 用 し ま し た か 。  
 
  ア  市 販 の コ ン テ ン ツ   イ  イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の コ ン テ ン ツ  
 
  ウ   自 作 の コ ン テ ン ツ   エ  そ の 他 （           ）  

 ・ 授 業 の 中 で 、 情 報 機 器 や コ ン テ ン ツ を 活 用 し た こ と が な い 方 に お 聞 き

し ま す 。  
 理 由 は 、 何 で す か 。 （ 「 い い え 」 に 〇 を つ け た 方 ）  
 
   ア  機 器 が 不 十 分    イ  使 え る コ ン テ ン ツ が な い  
 
  ウ  機 器 等 の 準 備 の 時 間 が 少 な い   エ  特 に な く て も 授 業 が で き る

 
  オ  効 果 的 な 使 い 方 が わ か ら な い   カ  そ の 他  

 

 ・ 総 合 教 育 セ ン タ ー に ど ん な 支 援 を 望 み ま す か 。  
 
  ア  授 業 で 使 え る コ ン テ ン ツ の 紹 介  
 
  イ  情 報 機 器 や コ ン テ ン ツ の 効 果 的 な 活 用 事 例 の 紹 介  
 
  ウ  Ｌ Ａ Ｎ ・ ホ ー ム ペ ー ジ 等 の 運 営 管 理 に 関 す る 研 修  
 
  エ  情 報 機 器 や ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト の 使 い 方 の 研 修  
 
  オ  そ の 他 （                        ）  

      ア  ン  ケ  ー  ト  項  目   は い  い い え  ど ち ら と も い

え な い  
 ・ 児 童 生 徒 に 情 報 モ ラ ル 教 育 が 、 必 要 で あ

る 。  
   

 記 入 欄 （ 具 体 的 に 感 じ た 場 面 は ？ ）  

 ・ 県 が 出 し た 「 情 報 モ ラ ル 教 育 指 導 資 料 」

を 知 っ て い ま す か 。  
   

 ・ 教 員 に 情 報 モ ラ ル 教 育 に 関 す る 研 修 が 必

要 で あ る 。  
   

 意 見 欄  

 ・児童生徒にメディアリテラシー（情報を

適切に選択し、活用する能力）の育成が

必要である。  

   

 意 見 欄  

 ・ ど の よ う な 場 面 で こ れ ら の 教 育（ モ ラ ル や リ テ ラ シ ー ）が で き ま す か 。

 

 情  
 報  
 モ  
 ラ  
 ル  
 教  
 育  
 等  

 

 

  ※ 参 考 資 料   （ 社 ） 日 本 教 育 工 学 振 興 会 「 教 育 の 情 報 化 に 関 す る 調 査 」  
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５  研 究 の 進 め 方 ・ 内 容 に つ い て  

今回の研究の進め方は、高等学校４校、特別支援教育諸学校１校を研究協力校、ま

た、小学校３校、中学校２校、高等学校４校、特別支援教育諸学校１校の教諭を研究

協力委員に委嘱し、｢ネットワークを活用した教育支援」、「ｅラーニングを活用した授

業支援｣、｢コンテンツを活用したわかる授業の展開｣、の３つのテーマを立て、それぞ

れのテーマについて調査研究を行い、研究主旨、課題の設定理由、課題設定理由(何を

明らかにしたいか)、研究仮説、これまでの研究経過・先行研究からの課題、研究目標、

研究の必要性、各学校の研究、成果と課題、提案・展望を報告する。 
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２章 ネットワークを活用した教育支援に関する調査研究 

～ 教育の情報化とその環境づくり～ 

 

１ はじめに 

   コンピュータの高性能化と急速に進展するＩＣＴ(Information and Communication 

Technology)によって教育における様々な可能性が生まれてきた。パーソナルコンピュ

ータの高性能化は高品質の動画の再生を可能にし、通信技術の進歩は離れた動画など

の様々な大容量のデータを瞬時に転送することを可能にした。               

   また、コンピュータの普及とブロードバンド化によって学校や家庭などでも手軽に

インターネットを利用することができるようになり、その結果、教育プログラムやコ

ンテンツを共有することによって個々の学習形態や能力・進度に応じた学習が行える

ようになってきている。 

一方、ｅ－Ｊａｐａｎ戦略(２００１年１月２２日、高度情報通信ネットワーク社

会推進戦略本部において決定された国家戦略。高度情報通信ネットワーク社会推進戦

略本部では、平成１８年１月１９日にＩＴ新改革戦略を決定した。)でも情報社会に主

体的に対応することのできる「情報活用能力」を育成することは、極めて重要なこと

であるとされている。そのためにも教育の情報化を推進するための環境作りは急務で

ある。急速に進展するネットワーク社会に対応し、すべての教員が情報機器を活用し

た教育を実現しなければならない。 

   本章ではネットワークを積極的に活用し、教育効果を高めるための調査研究につい

て報告する。 

 

２ 研究の目的・趣旨 

総合教育センターの学校支援システムや県立学校間ネットワークのひとつの機能

である、ビデオ会議システムは、遠隔地間で音声だけでなく映像までもリアルタイム

でやり取りすることができる。これにより、遠隔授業や共同学習など様々な学習形態

が実現されつつある。今年度は、平成１５・１６年度の総合教育センター調査研究事

業(「ネットワーク機能を活用した多様な教育活動の創造」)に引き続き、調査研究を

行うこととした。 

また、コンピュータシステムやネットワークシステムを効果的に利用する教育環境

の整備・活用も求められている。例えば、普通教室における液晶ビデオプロジェクタ

の配備がある。視聴覚機器を効果的に利用することは、授業において児童・生徒の興

味関心を深めることができる。そして、これらのコンテンツを効率よく利用すること

ができるサーバやネットワークも必要となってくる。教育の情報化を推進するための

ハード面、ソフト面を総合的に考え、使いやすいシステムを構築し、わかる授業の実

現に生かしていかなければならない。 

本章ではネットワークを活用した教育について、(1) ビデオ会議システムを利用し

た学校間連携、(2) 液晶プロジェクタ設置教室の活用、(3) 校内 LAN を利用したビデ

オ及びストリーミング、(4) 校内サーバの利用について活用法や教育効果について検

証する。 
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３ ネットワークを活用した教育支援の取組 

 

(1) ビデオ会議システムを利用した学校間連携 

     ビデオ会議システムは教育におけるコミュニケーションツールとして注目さ

れている。具体的には教員同士の研究や交流、学校案内、学校説明会、進路指導

等における利用など、さまざまな範囲におけるビデオ会議システムの教育効果に

ついて調査研究する。 

また、特別支援教育諸学校におけるビデオ会議システムの利用は、聴覚障害者

でも手話などでコミュニケーションをとることができるので有効なツールとし

て活用されている。ビデオ会議システムによる学校間交流は、学習意欲を向上さ

せ、積極的に社会に参画する態度を高める。実施にあたっての方策や課題を充分

に調査し研究をすすめる。 

     同校種間においては、合同授業、共同研究、総合的学習の時間や課題研究等で

それぞれの学校の生徒の学習意欲を高めることができる。教育の質を高めるため

にも資料提示や映像、音声の質を高めること等も検討していきたい。 

 

ア ビデオ会議システムの利用形態 

 ビデオ会議システムを利用する場合基本的には２通りの接続方法がある。 

(ｱ) ２台のビデオ会議システムが直接通信する方法 

              ２校が直接インターネットに接続している場合など２台が双方向に通

信できる環境において利用することができる。サーバを介することがな

いので手軽に利用することができるが、ファイアウォールなどがあった

場合利用できないこともある。(下図①) 

(ｲ) ビデオ会議システムサーバを介して通信する場合 

学校間ネットワークを利用した場合、多く見られる利用形態である。

サーバを介して通信を行うため、それぞれの学校のビデオ会議システム

とセンター側のビデオ会議システムとが通信できるところにビデオ会

議システムをおくことによって、両校を接続する方法である。各学校や

総合教育センターなどのファイアウォールなどの対応ができるが、デー

タセンターなどのビデオ会議システムサーバと連携をしながら利用し

なければならない欠点もある。(下図②) 

インターネット

Ａ高校
ビデオ会議システム

Ｂ高校
ビデオ会議システム

インターネット
学校間ネットワーク

Ａ高校
ビデオ会議システム

Ｂ高校
ビデオ会議システム

ビデオ会議システム
サーバ

直接通信

①　ビデオ会議システムどうしが直接通信を行う場合 ②　ビデオ会議システムサーバを介して通信を行う場合
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イ  ビデオ会議システムの設置方法 

            校内におけるビデオ会議システムの設置については、下の図のように行う。

投影用の液晶プロジェクタについては、少人数で利用する場合においてはテ

レビモニタでも充分である。 

 

○カメラについて 

・カメラについては、内蔵カメラを利用する場合は設置場所が限られるた

め、外部カメラを利用した方が自由度が高い。 

・遠隔授業などで講師本人がビデオ会議システムを利用する場合は、内蔵

カメラを利用した方がリモコンによるカメラの操作が可能であり便利

である。 

○音声について 

・講演や遠隔授業などの場合は、会場の拡声用マイクのアンプの外部出力

端子からビデオ会議システムに入力する方が雑音を拾わないので明瞭

な音声を送ることができる。 

            ・会場で音声を拡声する場合は、スピーカーとマイクの位置が近い場合ハ

ウリングを起こし、音声が聞き取りにくくなってしまうので注意が必要

である。 

○映像について 

・少人数で利用する場合はテレビで充分である。クラスのように多数の場

合では液晶ビデオプロジェクタを用いた方が映像が見やすい。カメラの

位置とスクリーンが離れると目線が変わってしまうので注意しなけれ

ばならない。 

 

           ビデオ切替器を使っていくつかのカメラを切り替えると教員や生徒、教材

などの画面の切替が円滑に行える。 

投影用液晶プロジェ
クタ、テレビモニタ

外部カメラ
（内部カメラとの切り

替え）

音声拡声用のアンプ
およびスピーカー

ビデオ会議システ
ム本体

ネットワーク端子へ

ビデオ会議システムの学校における接続方法
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ビデオ会議システムは通常 1 台ずつで音声と映像の転送をおこなう。機器

に余裕がある場合は 2 台ずつ利用する方法もある。1 つのビデオ会議システ

ムに 4 画面の映像が入ると 1 つの画面が小さくなってしまい見にくくなって

しまう可能性がある。2 つのビデオ会議システムを作り、1 つを授業用、1 つ

を生徒の学習状況の転送用に使うようにした方が画面が大きく使え見やす

い。しかし、テレビや液晶プロジェクタが 2 台ずつ必要になってしまうため

設置に手間取る欠点がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

一つのスクリーンに４画面表示させるため、１画面が小さくなる。対話な

どでは問題にならないが、資料提示（文字等を含む）などではほとんど読む

ことができないため利用は困難である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２つのスクリーンを使うと大変見やすくなる。設置が大変になるが交流事

業も円滑に行える。しかし、帯域を多く使うため学校間ネットワーク等のよ

うに帯域がある程度以上保証されている場合は有効である。しかし、国際交

流や他県との交流、市町村立学校や学校間ネットワーク外の学校との交流の

場合充分な通信試験を行ってから実施した方がよい。 

 

 

 

 

 

 

 

本校１ 本校２

相手校１ 相手校２

本校１ 

 

相手校１ 

本校２ 

 

相手校２ 

授業用のビデオ会議システム 生徒交流用のビデオ会議システム 

１つのビデオ会議 4 台が参加した場合 
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活用事例１ 埼玉県立小鹿野高等学校 

 

１  学 校 間 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム に 関 す る 基 礎 知 識 及 び 基 礎 技 能 の 理 解 ・ 習 得  

  学 校 間 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の 研 究 利 用 対 象 者 を 、 校 内 Ｉ Ｔ 推 進 委 員 と し た 。  

国 語 科  数 学 科  地 歴 公 民 科 理 科  英 語 科  体 育 科  情 報 科  

１ 名  １ 名  １ 名  １ 名  １ 名  １ 名  ２ 名  

  Ｉ Ｔ 推 進 委 員 に 対 し 、「 学 校 間 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム 利 用 研 修 会 」 を 実 施 し た 。  

－  研 修 会 実 施 ス ケ ジ ュ ー ル  －  

 平 成 １ ７ 年 １ ０ 月  概 要 説 明 （ 実 施 済 み ）  

   〃   １ １ 月  第 １ 回  基 本 操 作 に 関 す る 研 修  

   〃   １ ２ 月  第 ２ 回  基 本 操 作 に 関 す る 研 修  

 平 成 １ ８ 年  １ 月  第 ３ 回  基 本 操 作 に 関 す る 研 修  

※ 推 進 委 員 は 、 必 要 に 応 じ て 各 教 科 の 教 員 に 説 明 を 行 う 。  

    研 修 を 通 し て 委 員 か ら の フ ィ ー ド バ ッ ク を お こ な い 、利 点 及 び 問 題 点 に つ い て 把 握・検 証 を お こ

な う 。  

 

２  ビ デ オ 会 議 実 施 に 関 わ る 研 究 協 力 校 の 選 定  

  ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム を 利 用 す る に あ た り 、 ２ 校 に 研 究 協 力 を 依 頼 し た 。  

連 携 中 学 校  小 鹿 野 町 立 両 神 中 学 校 

上 級 学 校 埼 玉 県 立 秩 父 農 工 科 学 高 等 学 校 専 攻 科  

 －  研 究 ス ケ ジ ュ ー ル  － （ 未 実 施 ）  

   平 成 １ ７ 年 １ ２ 月  小 鹿 野 町 立 両 神 中 学 校 と の 研 究 方 法 及 び 内 容 に 関 す る 打 ち 合 わ せ  

   平 成 １ ８ 年  １ 月  小 鹿 野 町 立 両 神 中 学 校 と の 機 器 及 び ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 等 確 認  

     〃    ２ 月  小 鹿 野 町 立 両 神 中 学 校 と の ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム 試 行 作 業  

     〃    ３ 月  埼 玉 県 立 秩 父 農 工 科 学 高 等 学 校 専 攻 科 と の 研 究 方 法 及 び 内 容 に 関 す る 打 ち

合 わ せ  

     〃    ５ 月  埼 玉 県 立 秩 父 農 工 科 学 高 等 学 校 専 攻 科 と の 機 器 及 び ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 等 確

認  

     〃    ６ 月  埼 玉 県 立 秩 父 農 工 科 学 高 等 学 校 専 攻 科 と の ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム 試 行 作 業  

  ※ ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム が 安 定 運 用 可 能 と 判 断 さ れ た 場 合 、 適 宜 授 業 等 の 実 践 を お こ な う 予 定 。  

 

３  ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム 利 用 に 関 す る 内 容  

 （ １ ）  各 種 授 業 ・ ・ ・ ・ 各 教 科 の う ち 実 践 可 能 な 授 業 に つ い て 実 施 す る 。  

              対 生 徒 だ け で な く 、 教 員 向 け 研 究 授 業 と し て 公 開 可 能 に す る 。  

 （ ２ ）  学 校 説 明 会 ・ ・ ・ 中 学 校 に お け る 「 上 級 学 校 調 べ 」 に 対 応 し て 実 施 す る 。  

              教 員 か ら の 説 明 だ け で な く 、生 徒 会 や 部 活 動 紹 介 な ど 、生 徒 同 士 の コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン が と れ る 環 境 を 整 え る 。  

 （ ３ ） 行 事 説 明 会・・・検 定 試 験 や 部 活 動 合 同 練 習 会 等 、中 学 生 を 招 い て の 行 事 に 関 す る 説 明 会 を

実 施 す る 。  

 （ ４ ） そ の 他・・・Ｉ Ｔ 推 進 委 員 及 び 協 力 校 担 当 教 員 か ら の フ ィ ー ド バ ッ ク に 応 じ て 実 施 す る 。  
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４  イ ン フ ラ の 整 備 ・ 準 備 に つ い て  

－  ビ デ オ 会 議 を 実 施 す る た め に 必 要 な 機 器 等  ―  

 （ １ ） 学 校 間 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の 動 作 が 可 能 で あ る こ と  

 （ ２ ） ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム の 動 作 確 認  

 （ ３ ） Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ 及 び マ イ ク （ 自 校 及 び 相 手 校 ）  

     た だ し コ ン ピ ュ ー タ 同 士 で の 会 議 で は な い 場 合 、デ ジ タ ル ビ デ オ カ メ ラ ま た は そ れ に 類 す る

カ メ ラ 機 能 を 持 っ た 機 器 及 び 音 声 を し っ か り 拾 え る マ イ ク が 必 要 。  

 （ ４ ） ビ デ オ プ ロ ジ ェ ク タ  

     授 業 等 に つ い て は 、 で き る だ け 大 き な 画 面 に 映 し 出 す 必 要 が あ る 。  

     ビ デ オ プ ロ ジ ェ ク タ は 可 搬 式 の も の が 望 ま し い 。  

 （ ５ ） 利 用 者 の 知 識 及 び 操 作 ス キ ル 等 の 向 上  

     埼 玉 県 立 小 鹿 野 高 等 学 校 及 び 協 力 を お 願 い し た 学 校（ 小 鹿 野 町 立 両 神 中 学 校 と 埼 玉 県 立 秩 父

農 工 科 学 高 等 学 校 専 攻 科 ）に お け る 担 当 教 員 の 、知 識 及 び 操 作 ス キ ル 等 に つ い て 、同 等 レ ベ ル

に あ る 必 要 が あ る と 感 じ る 。こ の た め 、本 校 の 委 員 に と ど ま ら ず 、協 力 校 の 担 当 教 員 に 対 す る

説 明 会 や 研 修 会 を 実 施 す る 必 要 が あ る 。相 互 の 知 識・操 作 ス キ ル 等 が 高 ま る こ と に よ り 、よ り

良 い ア イ デ ア や 高 度 で 幅 の 広 い 研 究 を 進 め る こ と が 可 能 と な る と 思 わ れ る 。  

    ※ ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム の 安 定 運 用 が 可 能 と な れ ば 、協 力 校 の 担 当 教 員 に 対 す る 説 明 会 や 研 修 会

を 、 学 校 間 ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ て 、 お 互 い 移 動 す る こ と な く 実 施 す る こ と が 可 能 と な る 。  

 （ ６ ） 研 究 素 材 の 選 定  

     ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム の 利 用 に 関 す る 研 究 を 進 め る に あ た り 、ど の よ う な 内 容 を 実 施 す べ き か

判 断 す る 必 要 が あ る 。こ れ は 埼 玉 県 立 小 鹿 野 高 等 学 校 だ け で は な く 、協 力 校 で も 同 様 に 可 能 な

内 容 を 模 索 す る 必 要 が あ り 、相 互 に 利 点 の あ る 内 容 を 確 認 す る こ と で 、よ り 充 実 し た 研 究 の 推

進 が 期 待 で き る 。  

 

活用事例２ 埼玉県立坂戸ろう学校 

 

１  概 要  ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム を 活 用 し た 情 報 格 差 を 克 服 す る た め の 連 携  

１ ５ 年 度 １ ６ 年 度 テ レ ビ 会 議 シ ス テ ム を 活 用 し て 、 主 に 、 埼 玉 県 立 大 宮 ろ う 学 校 と 行 事 を

中 心 に 遠 隔 授 業 を 実 施 し 成 果 を 上 げ て き た 。 こ れ ま で の 実 践 を 生 か し 共 通 の 学 習 課 題 に つ い

て 遠 隔 授 業 を 実 施 す る こ と に よ り 、 少 な い 生 徒 集 団 で あ る 良 さ を 生 か す と 共 に 、 小 集 団 の 弊

害 を 克 服 し 、 よ り 広 い 視 野 に 立 っ て よ り 多 く の 情 報 を 共 有 し 、 活 用 で き る 事 を 目 指 す 。  

 

２  目 的  手 話 や 、 テ キ ス ト （ 会 議 室 ） を 活 用 し て 、 ど の ぐ ら い 情 報 を 獲 得 で き る の か 。  

     各 々 の 生 徒 同 士 の 考 え を 、 ど の よ う に 共 有 で き る の か を 調 査 研 究 す る 。  

 

３  内 容  今 年 度 の 実 施 内 容  

・ テ レ ビ 会 議 シ ス テ ム を 活 用 し た 交 流 会 事 後 学 習 を 行 う 。  

    ・ 文 化 祭 に お い て 、 埼 玉 県 立 大 宮 ろ う 学 校 の 文 化 祭 の ラ イ ブ 中 継 を 行 う 。  
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４  実 施 経 過  (９ 月 ～ １ １ 月 )  

テ レ ビ 会 議 シ ス テ ム を 活 用 し た 交 流 会 事 後 学 習  

         期 日  平 成 １ ７ 年 １ ０ 月 １ ４ 日 （ 火 ） １ １ ： ０ ０ ～ １ １ ： ３ ０  

県 立 学 校 間 ネ ッ ト ワ ー ク の テ レ ビ 会 議 シ ス テ ム を 活 用 し 、 本 校 小 学 部 ２ 年 生 と 埼

玉 県 立 大 宮 ろ う 学 校 小 学 部 ２ 年 生 と の 交 流 学 習 の 事 後 学 習 を 実 施  

交 流 会 の 流 れ  

・ 事 前 打 ち 合 わ せ  

・ 交 流 会  

     全 体 交 流 ・ 学 年 交 流 会  

・ 事 後 学 習 １ １ ： ０ ０ ～ １ １ ： ３ ０  

        自 己 紹 介  埼 玉 県 立 大 宮 ろ う 学 校 （ 自 己 紹 介 、 ダ ン ス ）  

        埼 玉 県 立 坂 戸 ろ う 学 校 （ 自 己 紹 介 、 パ フ ォ ー マ ン ス ）  

        終 わ り の あ い さ つ  

 

５  効 果 ・ 成 果  新 鮮 さ を 感 じ て い た （ 興 味 ・ 関 心 が わ い た ） 。  

        テ レ ビ で 話 が で き る こ と に 驚 き を 感 じ て い た 。  

        パ フ ォ ー マ ン ス を す る と き に 役 立 っ た 。  

        交 流 会 の 回 数 を 増 や す こ と が で き る 。  

 

６  課 題   コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問 題 は 、テ レ ビ 会 議 シ ス テ ム だ け で 解 決 す る と は 考 え に く い 。意 思

が 通 じ る ま で に は 、生 徒 と の 間 に 通 訳 の よ う な も の が 必 要 で あ る 。集 団 の 中 で 、他 の 生 徒

の 言 っ て い る こ と を 理 解 す る に は 難 し い 。  

ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム は 交 流 会 な ど に 使 う の が 望 ま し い 。 授 業 の 場 合 で も 特 別 活 動 等  

で 活 用 が 考 え ら れ る 。  

 

活用事例３ 埼玉県立浦和工業高等学校  

 

１  概 要  埼 玉 県 立 久 喜 工 業 高 等 学 校 情 報 技 術 科 ３ 年 生 と 埼 玉 県 立 浦 和 工 業 高 等 学 校 ３ 年 生 の 課 題 研

究 に お い て 、両 校 を 代 表 す る ２ テ ー マ を 交 換 し 中 間 発 表 を 行 う 。生 徒 間 の 交 流 を 深 め 生 徒 の

学 習 意 欲 を 高 め る 。  

 

２  実 施 日  平 成 １ ７ 年 ９ 月 ８ 日 （ 木 ）  第 ２ ， ３ 時 限  

      ９ 時 ５ ０ 分 ～ １ １ 時 ４ ０ 分  

 

 

３  実 施 内 容  ６ 月       実 施 に 向 け て の 計 画 作 成  

       ７ 月       実 施 日 の 決 定 、 交 換 テ ー マ の 決 定  

       ９ 月 ６ 日 （ 火 ）  ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム 通 信 試 験  

       ９ 月 ８ 日 （ 木 ） １ 時 間 目  通 信 試 験 及 び 準 備  

              ２ 時 間 目  埼 玉 県 立 久 喜 工 業 高 等 学 校 長 挨 拶  
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                   埼 玉 県 立 浦 和 工 業 高 等 学 校 校 長 挨 拶  

                   埼 玉 県 立 久 喜 工 業 高 等 学 校 発 表 １  

                   埼 玉 県 立 浦 和 工 業 高 等 学 校 発 表 １  

               休 憩    １ ０ 分 間  

              ３ 時 間 目  埼 玉 県 立 久 喜 工 業 高 等 学 校 発 表 ２  

                   埼 玉 県 立 浦 和 工 業 高 等 学 校 発 表 ２  

                   指 導 講 評  

                   両 校 終 わ り の 挨 拶  

              ４ 時 間 目  ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム の 撤 去 及 び 発 送  

 

４  効 果・成 果   埼 玉 県 立 久 喜 工 業 高 等 学 校 と の 合 同 課 題 研 究 会 は 今 回 で ３ 回 目 に な る 。そ の た め 事

前 準 備 を 含 め 最 低 限 の 打 ち 合 わ せ で 済 ん だ 。こ の よ う に 回 数 を 重 ね る 事 に よ っ て 心 の

余 裕 が 生 ま れ 円 滑 に 進 め る こ と が で き た 。  

         教 育 効 果 を 高 め る た め に は 、授 業 や 交 流 に つ い て の い わ ば シ ナ リ オ を 作 成 し 教 員 同

士 の 打 ち 合 わ せ な ど 事 前 の 準 備 を 周 到 に 行 う こ と が 必 要 で あ る 。ま た 、映 像 、音 声 の

活 用 を 工 夫 す る こ と に よ り 、個 々 の 生 徒 に 応 じ た 指 導 に も 生 か せ る と 考 え て い る 。実

際 で は 、な か な か 実 施 ま で 踏 み 込 め な い 学 校 も 多 い よ う で あ る が 、回 数 を 多 く 重 ね る

こ と と 年 中 行 事 の １ つ に し て し ま う こ と が 大 切 で あ る こ と が わ か っ た 。同 校 種 の 交 流

の 場 合 に お 互 い の 学 習 内 容 の 刺 激 と な り 生 徒 の モ チ ベ ー シ ョ ン が 高 ま る 利 点 が あ る 。

こ の こ と か ら も 課 題 研 究 だ け で な く 幅 広 く 学 習 交 流 を 行 い た い と 考 え て い る 。  

昨 年 度 実 施 し た 新 座 総 合 技 術 高 等 学 校 と の 交 流 で は １ つ の ス ク リ ー ン に ４ 画 面 映

し 出 す 方 法 を と っ た 。話 し 合 い 程 度 で は 問 題 に は な ら な い が 、教 材 提 示 な ど で は ほ と

ん ど 文 字 が 読 み 取 れ な い 状 況 で あ っ た 。４ 画 面 の 場 合 で は パ ワ ー ポ イ ン ト の 画 面 の 転

送 な ど は 難 し い こ と が 確 認 で き た 。今 回 は ２ つ の ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム を 利 用 し た の で

画 面 が 広 く 表 示 さ れ 大 変 見 や す か っ た 。４ 画 面 で 利 用 す る 場 合 に は 注 意 が 必 要 で あ る 。

２ つ の ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム で は 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ を ２ 台 用 意 し な け れ ば な ら な い の

で 機 器 の 準 備 に 手 間 取 る の と 同 時 に ス ク リ ー ン の 設 置 場 所 も 考 え な け れ ば な ら な い 。

生 徒 か ら の ア ン ケ ー ト で は「 相 手 の 様 子 や 苦 労 が わ か り 、た め に な っ た 。ま た 、楽 し

か っ た 」「 内 容 の 理 解 が 深 ま っ た 」「 と て も 参 考 に な っ た 」と い う 意 見 が 多 か っ た 。こ

の こ と か ら ビ デ オ 会 議 シ ス テ ム を 利 用 し た 交 流 は 利 用 す る 価 値 は 高 い こ と が わ か る 。

ま た 、今 回 は 中 間 発 表 会 で 利 用 し た た め に ２ 学 期 か ら の 取 組 へ の 意 欲 に つ な が る 利 点

も あ っ た 。 来 年 も 中 間 発 表 に も 活 用 し た い と 考 え て い る 。  

 

 

(2) 液晶プロジェクタ設置教室の活用 

県立学校では高校教育指導課から配備された液晶プロジェクタが３台ある。しか

し、授業でプロジェクタを利用する場合、設置に時間がかかるため実際はほとんど

利用が進んでいない学校もある。より手軽にプロジェクタを利用できる環境を整備

することにより、利用率が向上すると考え、空き教室に液晶プロジェクタを常設す

ることによって視聴覚室の利用を補完する教室として活用できる。また、コンピュ
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ータの画面を投影することによって教育ネットワークを活用した Web 教材やストリ

ーミングなどの利用も促進される。プレゼンテーションソフトウェアを利用した研

究発表などの活用方法は幅広く、コンピュータやプロジェクタを有効的に活用し、

活用方法やその教育効果についても調査研究を進める。 

 

ア 液晶プロジェクタの教室への設置 

      普通教室に液晶プロジェクタを常設し設置に時間を要することなく手軽     

     にパソコンの画面やビデオを投影できる教室を実現する。また、インター   

     ネットの学習教材なども利用できるようにする。 

 

(ｱ) 設置にあたっての基本条件 

ａ  端子を設置(レクチャーテーブル上にノートパソコンを接続できるよ

うにするため) 

・AC100V 3P アース付きを３カ所備える。 

・VGA のディスプレイケーブルを備える。 

・ノートパソコンのオーディオ端子（3P ミニプラグ）から出力できる

ように端子を備える。 

ｂ 端子の設置(レクチャテーブルの中) 

・ステレオ４入力以上の端子を備えた１チャンネル 20W 以上のアンプ

を備える。 

・ＡＶラックは鍵付きとする 

・ＤＶＤプレーヤーや、ＶＨＳビデオデッキが内部に接続できるよう

にする。 

ｃ スクリーンについて 

・正面左側に投影するようにする。スクリーンの大きさは 100 インチ

以上で天井からのつり下げ型とする。 

ｄ スピーカーについて 

・教室の前方２か所壁または天井に設置する。 

・ 大入力 50W 以上 

ｅ 接続ケーブルについて 

・レクチャーテーブルより液晶プロジェクタ、VGA ディスプレイケーブ

ルまで接続。 

・レクチャーテーブルまでの電源ケーブル。 

・アンプよりスピーカーまでのスピーカケーブル。 

・露出するケーブルについてはすべて、カバーで覆う。 
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教卓
レクチャ
テーブル

机

椅子

黒板スクリーン

スピーカスピーカ

ステレオ
3Pミニ

VGA、電源

 

液晶プロジェクタ設置教室のレイアウト 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際の設置例①          実際の設置例② 

イ 活用方法 

     液晶プロジェクタは次の様に利用できるようにする。 

(ｱ) コンピュータの画面を投影し、プレゼンテーションなどが行えるようにする。 

(ｲ) ネットワークに接続し、教務サーバにログインし共有フォルダや個人フォル

ダのデータを利用することができる。 

(ｳ) インターネットへのアクセスが利用できるようにしＷｅｂ教材などが活用

できるようにする。 

(ｴ) ビデオやＤＶＤなどの従来の視聴覚教材などが利用でき、視聴覚教室を補完

することができるようにする。 

ウ 教員用ネットワークに接続するためのセキュリティに関して 

       教員用ネットワークと生徒用ネットワークを明確にする

ためにネットワーク端子ごとにラベルをはり明確化するよ

うにしている。また、教員用ネットワークには生徒が利用

するコンピュータを接続しないよう利用基準をもうけるよ

うにする。 

エ 液晶プロジェクタの利用方法 

     誰でもが簡単に液晶プロジェクタを利用できるように手順書を整えた。手順の

教務ＬＡＮの接続 
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番号がついたシールを機器に貼り設定が一目でわかるようにした。手順が書かれ

たプリントはラミネートしレクチャーテーブルの分かりやすいところに示した。

パソコンの画面の投影方法とビデオ DVD の再生方法について順番に示された通り

に行えば誰もが簡単に間違えずに行えるようにした。校内で利用についての研修

会を実施し手軽に利用できることを確認した。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     パソコンの画面の投影方法及びビデオ DVD の投影方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    プレゼンテーション室の利用法について 

   

(3) 校内 LAN を利用したビデオ及びストリーミング 

    ビデオ教材の有効性は一般的にも認識され、以前からも利用する教員は多かった。

そこで今回の研究では、授業や講演などの様子をビデオに撮影し、校内サーバに保

管しネットワークを介してどこからでも視聴できるようにする。また、インターネ

ット上にも多くの教育コンテンツがあるため、従来のビデオテープからサーバへの

一元化が図られ利用率が高まるものと考えられる。また、ストリーミングを行うこ

とによって利用の範囲はさらに広がることが考えられる。本研究では教育用コンテ

ンツをライブラリー化し、ストリーミング技術を用いる有用性と活用方法について
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考察する。 

 

ア ネットワークを活用したビデオ教材の配信活用について 

     実習や授業の様子、スペシャリストによる講演などをビデオカメラで撮影し、

ライブラリー化することによって様々な授業に活用できる。それには、３つの方

法がある。 

     (ｱ) ビデオテープやＤＶＤに保存し、誰もが利用できるようにする。 

(ｲ) 動画ファイルを校内のサーバに置きネットワークを介して利用できるよ

うにする。 

        (ｳ) ストリーミングサーバを利用し動画の配信を行う。 

 

       校内サーバに動画ファイルを共有し、利用できるようにする。また、動画ファ

イルはファイルサイズが大きくなるので MPEG4 など圧縮率の高い方法で保存する

ようにする。 

     再生はメディアプレーヤーなどで再生する。また、再生には MPEG4 などを再生

するためのコーデックが必要になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制作実習の手順をビデオ化した教材 

ビデオサーバ
ファイルサーバ教材ビデオの

閲覧

校内サーバによるビデオファイルの共有
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さらに、ストリーミングは動画データを受信しながら再生する方法である。イ

ンターネットのように通信状態が変化する場合などではストリーミングにより

動画の質を保つことができる。 

 

ビデオサーバ
ファイルサーバ

教材ビデオの
閲覧

ストリーミングよる動画の配信

インターネット

 

 

 

 

 

 

 

 

ストリーミングによる授業の様子  

左：講師 右側資料 

 

活用事例 埼玉県立浦和工業高等学校 

 

１  概 要  題 材 は 、 ス ペ シ ャ リ ス ト に よ る エ ア コ ン 取 り 付 け 工 事 の 実 習  

 DVD に よ る ビ デ オ 化 及 び 校 内 サ ー バ か ら の 配 信  

 

２  利 用 環 境  DVD ビ デ オ プ レ ー ヤ ー  

       WindowsXP メ デ ィ ア プ レ ー ヤ ー （ 再 生 ）  

       Windows2000Professional I IS 共 有 サ ー ビ ス (サ ー バ ) 

 

３  利 用 さ れ る 場 面  

      教 科 科 目  工 業 （ 設 備 シ ス テ ム 実 習 ）  

      授 業 で の 説 明 と し て 利 用  繰 り 返 し 説 明  

      自 習 時 の 課 題  追 実 習  

 

４  効 果   ス ペ シ ャ リ ス ト に よ る 優 れ た 技 術 を 見 る こ と が で き る 。  

     細 か い 作 業 は 拡 大 さ れ る の で 分 か り や す い 。  

     材 料 の 関 係 で １ 度 し か 行 え な い 実 習 な ど で も 繰 り 返 し 見 る こ と が で き る 。  

     教 員 の 負 担 が 軽 減 さ れ る 。  



 - 30 -

５  課 題   ビ デ オ に 撮 り た め る 習 慣 が な い の で 撮 っ て お け ば よ か っ た と 後 悔 す る こ と が 多 か っ た 。そ

の た め に も 実 習 な ど を ビ デ オ に 撮 る 習 慣 を 付 け る こ と が 大 切 で あ る 。ま た 、協 力 し て く れ る

教 員 も 必 要 と な る の で 教 員 間 の 連 携 も 必 要 に な っ て く る 。  

      ビ デ オ の 作 成 に は 多 く の 時 間 が か か る 。そ の た め 行 い や す い と こ ろ か ら 始 め る こ と が 大 切

で あ る 。ま た 、機 器 の 操 作 に 慣 れ 抵 抗 無 く 使 え る よ う に す る こ と で あ る 。そ の た め に も 校 内

で ビ デ オ コ ン テ ン ツ の 作 成 講 習 会 な ど の 実 施 の 必 要 性 を 感 じ た 。利 用 す る こ と の 便 利 さ を わ

か っ て も ら え れ ば 利 用 す る 教 員 が 増 え る と 確 信 し た 。  

 

 

 

(4) 校内サーバの利用 

        県立学校においては各校に Windows2000 サーバと Linux による教務事務データ

サーバが配備されている。このサーバを活用することによって情報の共有や生

徒・教員との情報交流が可能となり、教育情報の共有は教育の質や効率を高める

ことにつながる。しかし、今までのような情報の管理を教員一人ひとりに任され

ていた時代から、組織的に行わなければならなくなってきた。個々のコンピュー

タからサーバへの一括管理は情報の持ち出し防止や情報の一元化を行うために

も有効である。しかし、使い方を誤るとすべての情報が流出してしまう危険もあ

る。本研究では便利で安全にサーバを管理するためハードウェアの整備やネット

ワークの構築について調査研究を行う。 

   

    ア 教務事務データサーバ等の実践例について、埼玉県立浦和工業高等学校での

実践例をあげる。 

 

    活用事例 埼玉県立浦和工業高等学校 

 

     実 践 1 教 務 事 務 デ ー タ サ ー バ の 活 用  

      校 内 の Ｉ Ｔ 化 は 教 員 の 事 務 効 率 を 高 め る ほ か に 授 業 活 用 等 様 々 な 利 点 を も っ て い る 。  

     学 校 の よ う に 個 人 情 報 が 多 く 存 在 す る 環 境 に お い て 便 利 で 安 全 に 利 用 で き る よ う に す   

る こ と が 必 要 で あ る 。 埼 玉 県 立 学 校 の 校 内 LAN は 基 本 的 に は 生 徒 用 ネ ッ ト ワ ー ク と 教 員 用

ネ ッ ト ワ ー ク の ２ つ の ネ ッ ト ワ ー ク か ら な り 、生 徒 用 ネ ッ ト ワ ー ク か ら 教 員 用 ネ ッ ト ワ ー ク

に 対 し て 直 接 通 信 す る こ と が で き な い よ う に な っ て い る 。  

   教 務 サ ー バ (Linux)に は ド メ イ ン コ ン ト ロ ー ラ を 起 動 し 、 教 員 は ド メ イ ン に 対 し て ロ   

グ イ ン す る よ う に し て い る 。こ れ は 、ユ ー ザ 名 と パ ス ワ ー ド で セ キ ュ リ テ ィ を 保 つ と 同 時 に

ユ ー ザ 管 理 や 共 有 フ ォ ル ダ な ど の 利 用 が 行 え る よ う に す る の で あ る 。ネ ッ ト ワ ー ク ド ラ イ ブ

の 構 造 は 次 の よ う に な っ て い る 。  
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分掌 教務部

生徒指導

進路指導

学年 １学年

２学年

教科 国語

・・・

・・・

数学

・・・
・・・

共有ドライブのファイル構造

ファイル基準表 01

02

Uドライブ　　個人ごとのユーザドライブ

Ｓドライブ　　共有ドライブ

 

Bay Networks

Com3

Com3 Com3 Com3 Com3

教務サーバ

Windows2000
Server
(proxy)

教員用LAN　10.47.200/24生徒用LAN　10.47.0/24

ブリッジ

L3スイッチ

スイッチングハブ スイッチングハブスイッチングハブ

スイッチングハブ

スイッチングハブ

データセンターへ

校内ＬＡＮの接続図
 

      個 人 用 の フ ォ ル ダ は 、教 員 用 の ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 さ れ て す べ て の パ ソ コ ン か ら 利 用 で き

る よ う に な っ て い る 。そ の た め メ デ ィ ア を 持 ち 歩 く こ と な く サ ー バ に ア ク セ ス し 利 用 で き る 。 

     共 有 ド ラ イ ブ に つ い て は 、 分 掌 、 委 員 会 、 学 年 、 教 科 な ど の 共 有 デ ー タ と し て 利 用 で き

る よ う に な っ て い る 。フ ォ ル ダ の 構 造 も フ ァ イ ル 基 準 表 に 基 づ い て 管 理 さ れ 、公 文 書 の 保 管

な ど に も 利 用 で き る 。共 有 フ ォ ル ダ は 年 度 単 位 で 完 結 し 、年 度 ご と に 新 し く 作 ら れ 、古 い 年

度 の 文 書 に つ い て は 旧 年 度 フ ォ ル ダ か ら 利 用 で き る よ う に な っ て い る 。  
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         実 践 ２  イ ン ト ラ サ ー バ の 活 用  

イ ン ト ラ ネ ッ ト 、 校 内 Ｌ Ａ Ｎ の よ う に 限 ら れ た 範 囲 に 、 生 徒 用 の ネ ッ ト ワ ー ク に Ｗ ｅ ｂ

サ ー バ を 起 動 す る こ と に よ っ て 生 徒 向 け の ポ ー タ ル サ イ ト を 作 る こ と が で き る 。 こ れ は 、

生 徒 向 け の 連 絡 事 項 や 学 習 に 有 用 な リ ン ク 集 、 学 校 受 付 の 求 人 票 の 公 開 な ど 様 々 な 活 用 方

法 が あ る 。 生 徒 の 求 人 票 な ど は 教 室 に 配 備 さ れ た パ ソ コ ン か ら 最 新 の デ ー タ を 閲 覧 す る こ

と が で き る 。 検 索 機 能 を 追 加 す る こ と に よ っ て 、 業 務 内 容 、 職 種 、 対 象 学 科 な ど 適 切 な 求

人 票 を 探 す 手 が か り と な る 。 ま た 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の ハ ロ ー ワ ー ク の サ ー バ に リ ン ク さ れ

幅 広 く 求 人 情 報 を 調 べ る こ と が 可 能 に な る 。  

 

Webサーバ
student

教室や図書館に接続されたコンピュータ
SD

求人票読み取りようの
イメージスキャナ

Windows2000
IIS

校内向けイントラサーバの利用方法

http://student/ よりアクセス

 

         実 践 ３  多 く の 利 用 の た め の 啓 発 活 動 の 実 践 、 校 内 研 修 へ の 取 り 組 み  

校 内 サ ー バ を 有 効 に 活 用 し て も ら う た め に 校 内 の 研 修 体 制 を 整 え る 必 要 が あ る 。 そ の た

め Ｉ Ｔ 推 進 リ ー ダ を 中 心 に 計 画 的 な 利 用 に つ い て の 研 修 会 を 実 施 す る こ と が 重 要 で あ る 。

研 修 内 容 に つ い て は 教 員 の 状 況 を 踏 ま え 年 度 末 の Ｉ Ｔ 活 用 の ス キ ル 調 査 な ど を も と に 重 点

項 目 を き め 優 先 順 位 の 高 い も の か ら 実 施 す る 。 ま た 、 教 員 が ど の よ う な 研 修 会 を 望 ん で い

る か 調 査 し タ イ ム リ ー に 実 施 で き る よ う に 計 画 す る 。  

教 務 事 務 デ ー タ サ ー バ の よ う に 基 幹 業 務 と し て 利 用 し て い る サ ー バ に つ い て は 人 事 異 動

な ど に 合 わ せ 、 年 度 当 初 研 修 会 を 行 う よ う に し て い る 。 情 報 機 器 の 活 用 に つ い て の 研 修 会

は 職 員 会 議 に 合 わ せ 時 間 を い た だ き 短 時 間 の 研 修 会 を 開 い た 方 が 多 く の 参 加 者 が 期 待 で き

る 。 ま た 、 報 道 等 で 事 故 の 報 告 が あ っ た 場 合 に は そ の 都 度 、 事 故 の 原 因 や 防 止 に 向 け て の

呼 び か け る よ う に し て い る 。 教 員 の 意 識 に 強 く 残 っ て い る 時 の 方 が 研 修 効 果 が 高 い か ら で

あ る 。  

今 ま で は 情 報 機 器 の 操 作 に 関 す る 研 修 会 を 中 心 に 行 っ て き た が 、 今 年 度 か ら は 教 育 情 報

セ キ ュ リ テ ィ ポ リ シ ー や 情 報 モ ラ ル な ど 幅 広 く 研 修 会 を 実 施 す る よ う に し て い る 。 特 に 重

要 度 Ⅰ 、 Ⅱ 、 Ⅲ の 区 分 や 取 り 扱 い に つ い て 熟 知 し て い な い 教 員 が 多 い の で 繰 り 返 し 研 修 す

る こ と に よ っ て 教 員 の 意 識 を 高 め 事 故 を 未 然 に 防 ぐ こ と に つ な が る 。  

       校 内 に も Ｉ Ｔ 推 進 に 関 す る 組 織 を 充 実 し 障 害 時 の 対 応 や 相 談 な ど 安 心 し て 利 用 し て も ら

え る 環 境 を 整 備 す る こ と も 大 切 で あ る 。 Ｉ Ｔ を 利 用 す る こ と に よ る 利 便 性 を 理 解 す る こ と

が 校 内 の 情 報 化 を 推 進 に つ な が る こ と が 確 認 で き た 。  
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４ 成果と課題 

(1) ビデオ会議システムを利用した学校間連携 

    

成果 

・埼玉県立坂戸ろう学校の報告でもあるように、現在のところ「新しいものへの

興味」が強いようである。回数をより増やしビデオ会議システムの活用が定着

することが必要であると考えられる。 

      ・合同授業・共同学習については多くの生徒からビデオ会議システムを利用した

学校間交流はもう一度やってみたいとの意見が多く、ビデオ会議システムを利

用した学習形態は生徒達も経験が少なく興味をもって取り組んでいた。 

・交流の相手校も普段とは違う教員の話を聞くことができ、教育効果が上がった

と考えられる。 

・ネットワークを利用した授業交流は生徒達の興味関心を高めるきっかけになる。 

課題 

・教員はもちろん、生徒や保護者も含めて、誰もが手軽で安全に利用できる環境

の整備が必要である。 

      

(2) 液晶プロジェクタ設置教室の活用 

 

成果 

・空き普通教室に液晶プロジェクタが常設され、教室を移動するだけで液晶プロ

ジェクタを利用できる環境が整った。 

・多くの教員に使ってもらうために利用に関する校内研修会を行った。関心が高

まり多くの教員から利用されるようになった。液晶プロジェクタだけでなく情

報機器を積極的に活用してもらうためにはこのような校内研修会を積極的に

実施することが重要である。 

・ビデオやパソコンなどを投影するための分かりやすい手順書を用意することに

よって、誰でも迷わず使ってもらえるようにした。校内での活用リーダーの存

在は大きい。 

課題 

・校内のネットワークから研修までの教員の負担は大きく情報教育に関する業務

を分掌化するなど、校内の人的配置について考慮する必要性がある。また、今

後もＩＴ推進リーダーを育てるための教育センターの研修の充実も重要であ

る。 
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(3) 校内 LAN を利用したビデオ及びストリーミング 

 

     成果 

・教員の教育活動を補うためにビデオコンテンツを利用することは生徒の理解を

深め教育の質を向上することになる。実習などの内容をビデオ化し視聴するこ

とは実習の内容を具体的にイメージしやすいため教育効果は高くなる。また、

全体での説明はビデオコンテンツを利用し、教員は生徒のサポート側に回るこ

とによって個に応じた指導をすることができる。 

・教員の負担にならないために手軽にビデオコンテンツを作成し、編集などはほ

とんど加えず視聴することで、教員の負担を軽減することもできる。必要があ

ればその都度手動で早送りしたり、一時停止すればよい。出来映えや上手な編

集にこだわってコンテンツの蓄積ができない方が問題であると考える。 

・ビデオコンテンツは本研究からも様々な教科に応用できることがわかった。例

えば、調理実習の調理手順や包丁の使い方、理科の実験の手順などプリントや

説明を補足する意味でも十分活用する価値がある。ビデオの利点は繰り返すこ

とが可能であり、材料の関係で繰り返すことができない場合にもわかるまで視

聴することができる。 

課題 

   ・授業をビデオに撮影し保存することを負担に感じてしまう教員もいる。ビデオ

作成は協力者が必要なため同じ教科の教員の協力などが大切である。 

 

 

 

(4) 校内サーバの活用 

 

成果 

・共有ファイルについては公文書のファイルシステムに準じて年度ごとに完結す

るようにした。これは旧文書がそのまま残り続けるのを防ぐためである。 

・新年度への移行に合わせて、旧年度のデータのバックアップをとり、旧年度の

フォルダから情報を探すことができるようにした。この方法は校内でも充分に

活用方法が定着し、基幹システムとして機能することが確認できた。 

課題 

・有益なシステムであるが活用が進んでいない学校もあるようである。利用が促

進されるよう校内研修や調査研究での提案、さまざまな場面での研修を行い活

用促進を進めていくことが必要である。 

 

 

 

 

 



３章 ｅラーニングを活用した授業支援 

―学習方法の工夫と個々の生徒に応じ、授業の活性化を目指す― 

 

１ はじめに 

   現在に至るまで、完全な個別指導を可能としたコンピュータ支援教育は、存在して

いないと言って良いだろう。１９９０年代には、人工知能による診断エンジンの開発

が期待されたが、その後、開発は進んだという報告を聞いてはいない。過去に行われ

ている学会その他のコンピュータ支援教育の実践・研究報告では、あるレベルの生徒

（決して全てのレベルではない）に、部分的にコンピュータを利用した教育を行った

ら効果があったという報告が多い。また、授業においてコンピュータを利用した効果

的な学習をするためには、(1)生徒の学習状況に応じた教材の選択(2)授業と綿密に連

携した使用(3)生徒の学習状況の評価の３つが大切であると考えられる。この３つの条

件を考慮し、コンピュータを利用した学習の効果を評価していくことが、現場におけ

る現実的な実践研究であると考えられる。 

一般にコンピュータを使った教育の目的は、(1)スキルアップ（知識の獲得を含む）

(2)イメージの獲得の２つであると考えられている。そこで、本研究では、この 2 つを

対象にする。ｅラーニングという言葉には、広い意味と狭い意味がある。広い意味で

のｅラーニングには、ネットワークを活用した教育が幅広く含まれる。例えば、ビデ

オ会議やコンテンツ配信等もある。狭い意味でのｅラーニングには、非同期型ｅラー

ニングが該当する。本研究では、富士通の「Internet Navigware V8.0」教材作成キッ

トを使用する予定であるが、本ソフトは、非同期型ｅラーニングのオーサリングソフ

トである。非同期型ｅラーニングで比較的作りやすいのは、分岐型のドリル演習であ

るが、シミュレーションタイプができないわけではない。 

最近は、ＷＢＴ（Web Based Training）という言葉も出てくるようになった。ＷＢ

Ｔは、一般に広い意味でのｅラーニングに等しい。ＷＢＴの観点から、時間や場所に

制限されない学習者への支援方法については、本研究で検討することにした。主に、

ｅラーニングを用いることにより、授業を効果的にするための実践的な試みを検討す

ることにする。 

 

２ 研究の目的・趣旨 

   過去の実践報告を展望すると、ＣＡＩを授業で用いて効果的であったという報告は

されているが、まだ、ｅラーニングについては、小・中・高等学校のいずれでも実践

研究は少ないようである。本研究では、実践的な課題として「その効果が学習に対し

てどのように作用するのか」「学習者への支援方法」「実際の使用上での課題」「配布型

教材の可能性」を挙げた。 

   一見するとかつてのＣＡＩとｅラーニングは、非常に良く似ているが、教材とデー

タの持ち方が大きく異なっている。ＣＡＩは、スタンドアロンで用いる事が多く、Ｉ

Ｄとパスワードだけあれば、ネットワーク上の端末であればどのコンピュータでも利

用できるｅラーニングとは利便性の点で異なっている。そもそもＣＡＩ研究は、学習

に効果的なコンピュータ教材についての研究が主であった。これは１９８０年代から
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９０年代には、ネットワーク環境が現在ほど整備されていなかったこととも密接に関

連している。当時の状況では、現在のように総合教育センターを中心にしたＷＡＮ（ワ

イドエリアネットワーク）の整備ができることは、想像もできなかった。しかし、現

在では埼玉県の県立高等学校は、校内 LAN につながっていれば、どこからでも総合教

育センターのサーバに接続することができる。この環境を生かすためには、かつてＣ

ＡＩの時代に行われた一つの部屋ごとの教育環境の整備ではなく、一つの県ごとの教

育環境の整備のあり方を研究整備することが求められていくことになるものと考えら

れる。本研究では、ｅラーニングの県立学校間ネットワーク活用モデル事業の趣旨に

従って、ｅラーニングの開発研究を行うものである。 

   現場で実際にｅラーニングを利用することを考えると、実際の使用上の課題が出て

くる。また、配布型教材の可能性が検討対象になる。さらに、学習者への支援方法も

課題となる。また開発場面になると、実際の生徒の使用を想定し、「診断エンジンの仕

組み」と学習効果の評価の仕組み，ＫＲ情報の効果、ヒントの出し方等が、開発にあ

たっての方法論における研究テーマとして考えられる。クラリアーナ（１９９１）は、

教授方略の研究を行い、正しい知識の確実なチェックが高い学習効果があることを示

した。本研究では教材の開発に当たり、確実なチェックのできる仕組みを検討する。 

方法論だけではなく教材の内容も大切である。できるだけ個に応じた指導のため綿

密な教材研究が課題になる。開発では、教科書の問題をコンピュータの上に載せただ

けでは、質の高い学習は期待できない。どこまで個に応じられるか、どこまで精緻な

課題分析ができるのかが本研究の課題でもある。本研究は現場密着型の研究であるの

で、研究に参加している各校の実情に応じた研究テーマの追求を行っていく。 

   現場の教員の立場に立つと、単にｅラーニングがあるので、各自で好きなときに使

ってほしいと言っても、使いにくいと思われる。システムが個別の授業とうまくリン

クできるための仕組みが、大切である。これは、教材のメンテナンスとも関連するが、

単元名などだけでなくｅラーニング教材の効果等についての簡潔なコメントが必要だ

ろうと思われる。こうした情報を授業担当者が見て、自分の授業で使えるかどうかを

判断する材料にすると良いと考えられる。 

   埼玉県の学校において、ｅラーニングを導入する際の支援についての研究を行う。

例えば、ｅラーニングのドリル演習を考えるときに、解答の方法は選択する形式とな

る。ここで、誤答の選択肢を用意するときに、同時に誤答の背景にある内容を想定し

て、学習者に必要な問題や学習用の教材を用意することになる。当然生徒は、一人一

人学習の状況が異なり、間違えた場合は、それに応じた学習をして同じ間違いをしな

くなるような仕組みを作ることが必要である。そこで、誤答に対応した学習の仕組み

を最初から作り、誤答者は分岐して学習するようにする。学習者が確実なチェックを

行える仕組みが大切になる。このような、ｅラーニングの学習の仕組みについて研究

する。さらに、授業と密接に結びついたｅラーニングの効果研究は、あまりされてい

ないようである。従って、本研究における実践的な研究仮説は、「ｅラーニングは、教

材および指導方法が適切であれば、授業を効果的にできる」とする。 

研究データの評価には、量的なものと質的なものを合わせて取るようにする。量的

データとは、テスト等による数値データを意味する。また、質的データとは、生徒へ
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のインタビューや、生徒の自由記述による感想等のデータを言う。白石・平山（2002）

は、この２つのデータを取ることから、より深い生徒の学習状況を検討することに成

功した。できるだけ手続きを綿密に行い、本研究でもエビデンスベース（科学的根拠

のある）のデータを取れるように努める予定である。 

 

３ ｅラーニング教材を活用した授業展開と教材作成の取組 

（１）ｅラーニングを用いた情報モラル学習の展開の研究 

     小学校における情報モラル教育は喫緊の課題になっている。今やほとんどのコ

ンピュータはインターネットに接続している。インターネットは全世界に開かれ

たオープンな社会である。教室内での学習活動とは異なりやり直しが利かない世

界と直結している。そのために児童には事前の慎重な試運転が必要である。 

 

活用事例 熊谷市立熊谷西小学校、秩父市立影森小学校、本庄市立中央小学校 

 １  概 要  

     平 成 １ ４ 年 か ら 平 成 １ ６ 年 に 熊 谷 市 立 籠 原 小 学 校 で 、小 学 ３ 年 生 対 象 に 総 合 的 な 学 習 の 時 間

に 行 わ れ た 情 報 モ ラ ル 教 材「 学 校 イ ン タ ー ネ ッ ト 教 習 所 」（ ８ 時 間 扱 い ） を 1 時 間 分 の 授 業 と

し て ｅ ラ ー ニ ン グ 教 材 に 作 成 し な お す 。そ し て 、そ の 教 材 を つ か っ て 、遠 隔 地 の 小 学 校 で 実 施

し て み る 。ロ グ イ ン か ら 学 習 ま で 定 着 度 等 を 見 な が ら 、ｅ ラ ー ニ ン グ の 可 能 性 を 探 る こ と と し

た 。   

ア ニ メ ー シ ョ ン 技 法 で 作 成 さ れ た ｅ ラ ー ニ ン グ 教 材 を 利 用 す る こ と で 遠 隔 地 で も 、 教 室 で

行 わ れ た 授 業 と 同 じ よ う に 学 習 事 項 の 定 着 が で き る か を 明 ら か に す る 。  

２  情 報 モ ラ ル 教 材 「 学 校 イ ン タ ー ネ ッ ト 教 習 所 」 に つ い て  

     社 会 的 な 責 任 意 識 を 持 っ て コ ン ピ ュ ー タ を 活 用 し よ う と す る 態 度 の 育 成 や 、イ ン タ ー ネ ッ ト

社 会 で の 責 任 あ る 行 動 へ の 自 覚 を 持 た せ る 方 策 と し て 、社 会 的 に 認 知 さ れ て い る「 自 動 車 教 習

所 」に お け る「 免 許 」制 度 を 模 し た 方 式 を モ デ ル 化 し て 導 入 し て 作 成 し た

教 材 が「 学 校 イ ン タ ー ネ ッ ト 教 習 所 」で あ る 。こ の 取 組 は 学 科 と 実 技 か ら

構 成 さ れ て い て 、特 に 学 科 に お い て は ３ 枚 の テ キ ス ト と １ 枚 の 確 認 テ ス ト

に よ る パ ッ ク 教 材 に な っ て い る 。各 講 座 1 時 間 分 を 想 定 し て 作 っ て お り 、

テ キ ス ト さ え あ れ ば い つ で も ど こ で も で き る 教 材 と し て 平 成 １ ４ 年 度 に 作 成 し た 。   

３  ｅ ラ ー ニ ン グ 教 材 作 成 に 当 た っ て  

(1) 基 礎 的 な 調 査  

     本 教 材 は テ キ ス ト と プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 資 料 か ら な る が 、そ れ を そ の ま ま 掲 載 し た だ け で

ｅ ラ ー ニ ン グ 教 材 と す る の は 、好 ま し く な い 。な ぜ な ら 、プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 用 に 作 ら れ た

資 料 は 、あ く ま で も 、講 義 の 補 助 、補 足 用 に つ く ら れ た も の で あ り 、そ の ま ま 児 童 の 教 材 に

す る の は 無 理 が あ る 。そ こ で 、担 当 教 員 な し に 既 存 教 材 を 児 童 に 提 示 し た と き の 評 価 テ ス ト

の 定 着 率 を 調 べ た と こ ろ 以 下 の よ う に な っ た 。  

授 業 形 態  平 均 点      備    考  

１  テ キ ス ト を 読 ま せ

る  

８ ２ 点  た だ 読 ま せ て い る だ け で は 、 重 要 な ポ イ ン ト が 伝 え

ら れ な い こ と が わ か っ た 。  
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２  テ キ ス ト を 授 業 で

一 斉 よ み  

９ ３ 点  一 斉 音 読 で も 、 復 唱 す る 活 動 の 効 果 が あ る と 感 じ ら

れ た 。  

３  パ ワ ー ポ イ ン ト 資

料 の み  

８ １ 点  必 要 な 説 明 が 入 っ て お ら ず 、 通 過 率 が 悪 か っ た 。 た

だ ク リ ッ ク し て い る だ け の 児 童 も い た 。  

（ 平 成 １ ７ 年 調 査  熊 谷 市 立 熊 谷 西 小 学 校 調 査 人 数 ３ ３ 人  個 別 学 習 に よ る 評 価  学 科 １ 評 価 テ ス ト  5 年 生 ）  

小 学 生 に と っ て テ キ ス ト を た だ 見 て い る だ け で は 定 着 が 不 十 分 で あ る こ と が わ か っ た 。教

育 に お い て 教 員 が 間 に は い る よ う な 取 組 は 重 要 な こ と が わ か る 。し か し ｅ ラ ー ニ ン グ に は 教

員 が 介 在 し な い 。そ こ で 動 き が あ っ て 、教 員 が 授 業 を し て い る よ う な ア ニ メ ー シ ョ ン で 文 字

を 出 し て い く 工 夫 を し て 教 材 つ く り を し て い こ う と 考 え た 。  

(2) ｅ ラ ー ニ ン グ 教 材 作 成 の 考 え 方  

「 学 校 イ ン タ ー ネ ッ ト 教 習 所 」 は 、 ８ 時 間 の パ ッ ク 教 材 で 、 各 時 間 に あ る も の は ・ 児 童  

用 テ キ ス ト・指 導 案・評 価 テ ス ト の ３ つ で あ る 。こ れ を 実 際 に 行 う と き に は 、さ ら に プ レ ゼ

ン テ ー シ ョ ン 資 料 が 加 わ る 。そ こ で こ の 授 業 を ｅ ラ ー ニ ン グ 化 す る 時 の イ メ ー ジ は 、テ キ ス

ト と プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 資 料 を 兼 ね 備 え 、教 員 が 提 示 し た い 資 料 、言 葉 な ど を 順 に ア ニ メ ー

シ ョ ン と し て 織 り 込 む よ う に 作 成 し て み た 。  

４  内 容  e ラ ー ニ ン グ 教 材 の 作 成 と 授 業 実 践  

   (1) 作 成 期 間  環 境 等  

    ・ 作 成 期 間  平 成 １ ７ 年 １ ０ 月 １ ８ 日 ～ ２ ０ 日  

      ・ 環 境  マ イ ク ロ ソ フ ト  Ｗ indows2000 

      ・ 利 用 ソ フ ト ウ エ ア   富 士 通 Internet Navigware 教 材 作 成 キ ッ ト  ver.8 

                Internet Navigware コ ン テ ン ツ マ ネ ー ジ ャ ー  

Internet Navigware Powerpoint 変 換 ツ ー ル ver.8  

マ イ ク ロ ソ フ ト  パ ワ ー ポ イ ン ト ２ ０ ０ ０  

ジ ャ ス ト シ ス テ ム  一 太 郎 ス マ イ ル  

      ・ 参 考 教 材  情 報 モ ラ ル 教 育 教 材  

       「 学 校 イ ン タ ー ネ ッ ト 教 習 所  学 科 １ 」 1 時 間 扱 い （ 本 時 １ ／ ８ ）  

(2) 作 成 手 順   

手 順 １  テ キ ス ト と プ レ ゼ ン 資 料 か ら ｅ ラ ー ニ ン グ 資 料 に （ 教 材 つ く り の 考 え 方 ）  

     

紙 媒 体 の テ キ ス ト は そ の ま ま で は 読 ま れ な い 。  

ｅ ラ ー ニ ン グ 教 材 に 紙 媒 体 の テ キ ス ト を そ の ま ま 使 っ た   

の で は 、 デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ に は 適 し な い 。 ゲ ー ム で 育  

っ た 児 童 生 徒 は ク リ ッ ク し て 、 終 場 面 を 見 つ け る 活 動  

を し て い く こ と も 多 く 、 今 ま で の デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ で  

も 内 容 を 読 ま な い で 進 む 例 も 多 か っ た  

 

授 業 で は 、 教 員 が テ キ ス ト を 一 斉 に 読 ま せ て 習 得 さ せ て  

い た 。  
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プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 資 料 は あ く ま で も 発 表 の     

補 助 資 料 で あ る た め に そ の ま ま で は 伝 わ ら な  

い 。  

プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 資 料 を そ の ま ま 載 せ て い  

て も 、 教 員 の 言 葉 に よ る 説 明 が な く て は 伝 わ  

ら な い 内 容 が 多 く な っ て く る 。  

 

 

 

画 面 だ け で 、意 図 を 伝 え て い く ｅ ラ ー ニ ン グ 教 材 は 、ロ ー ル プ レ イ ン グ ゲ ー ム の よ う な 要 素

が 必 要 に な っ て く る 。  

投 げ か け の 言 葉 を ア ニ メ ー シ ョ ン で 表 示 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロ ー ル プ レ イ ン グ ゲ ー ム に 近 い 手 法 で 構 成 す る こ と を 心 が け た 。  

そ し て 、 次 の 講 座 に い く た め に 講 座 の 後 に   と い う 画 面 を

挿 入 し た 。  

    学 科 1（ ４ ５ 分 授 業 ） に お い て の 学 習 項 目 は １ ０ 項 目 に な っ た 。  

手 順 2 パ ワ ー ポ イ ン ト か ら  教 材 （ html 形 式 ） に 変 換  

    パ ワ ー ポ イ ン ト 変 換 ツ ー ル に て 教 材 用 に 変 換  

   ※ パ ワ ー ポ イ ン ト 変 換 ツ ー ル は http://www.navigware.com/support/download/サ イ ト

よ り ダ ウ ン ロ ー ド し た 。こ れ は 使 い 方 が 簡 単 で 、今 ま で あ る パ ワ ー ポ イ ン ト の 教 材 を 数 秒 で

html 教 材 に 書 き 換 え て く れ る 。  
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手 順 3 教 材 を デ バ ッ グ す る  

       

パ ワ ー ポ イ ン ト は １ ス ラ イ ド が １ 講 座 に 変

換 さ れ る 。 ス ラ イ ド の 数 が 多 い と 教 材 数 が

多 く な っ て し ま う の で 、 精 選 し て い く 必 要

が あ る 。  

以 上 の よ う な 画 面 に 変 換 し た 。 教 材 ・ テ ス

ト は 別 に 作 成 、 別 に デ バ ッ グ し な く て は な

ら な い 。  

手 順 4 評 価 テ ス ト を ｅ ラ ー ニ ン グ 用 に 打 ち 込 ん で デ バ ッ グ す る  

   

テ ス ト 教 材 （ 紙 媒 体 ）    →   ｅ ラ ー ニ ン グ 用 テ ス ト （ Ｗ ｅ ｂ ）  

手 順 5 サ ー バ に コ ピ ー す る 。  

   ・ 学 校 支 援 シ ス テ ム よ り 教 材 登 録 申 請 を す る  

・ 承 認 さ れ た ら 、 富 士 通 Internet Navigware 教 材 作 成 キ ッ ト  ver.8 を 使 っ て サ ー バ に コ ピ

ー し て 教 材 を 登 録 完 了 と な る 。  

※ 申 請 を し て か ら で な い と 教 材 の コ ピ ー （ ア ッ プ ロ ー ド ） は で き な い 。  

手 順 6 動 作 確 認 を す る  

     総 合 教 育 セ ン タ ー Ｗ ｅ ｂ ペ ー ジ か ら e ラ ー ニ ン グ ペ ー ジ へ 学 校 Ｉ Ｄ で ロ グ イ ン し て 動 作 確

認 を 行 っ た 。  

  

５  児 童 の ロ グ イ ン 用 Ｉ Ｄ 登 録  

  児 童 の Ｉ Ｄ の 登 録 に は 、「 Ｃ Ｓ Ｖ フ ァ イ ル 」 を 用 い て 教 員 が 一 括 で 申 請 し た 。「 Ｃ Ｓ Ｖ フ ァ イ ル 」

に つ い て は 県 立 総 合 教 育 セ ン タ ー の Ｗ ｅ ｂ ペ ー ジ か ら ダ ウ ン ロ ー ド し た Ｃ Ｓ Ｖ フ ァ イ ル の サ ン プ

ル を 書 き 換 え る だ け な の で 容 易 に 行 え る 。「 e-learning」 の 項 目 の み 「 １ 」 を 入 力 し 、 許 可 す る 。

後 は 何 も 記 入 し な い 。   

申 請 時 、３ ６ 人 の ID・PW（ パ ス ワ ー ド ）を も ら う 。ID は 希 望 通 り の も の を も ら え る が 、PW は

数 字 と ア ル フ ァ ベ ッ ト の 組 み 合 わ せ が 配 布 さ れ る 。こ れ で は 、６ 年 生 の 児 童 に と っ て は ロ グ イ ン が

困 難 で あ る と 考 え た 。 な ぜ な ら 、 PW を 入 力 す る タ ブ に は 「 ・ ・ ・ ・ ・ 」 と だ け 表 記 さ れ る の で 、
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小 学 生 で は PW の 入 力 時 に ミ ス を し て し ま う こ と が 多 い か ら で あ る 。 そ こ で 一 度 全 員 の ID・ PW

で ロ グ イ ン し PW を 数 字 だ け に 変 更 し た 。数 字 だ け に 変 更 す る こ と に よ り 、ミ ス が 減 る と 考 え た 。

そ し て 、 変 更 し た PW で 教 員 が 一 度 ロ グ イ ン を し 、 接 続 を 確 認 し た 。  

 

６  ｅ ラ ー ニ ン グ で の 学 習 （ 本 庄 市 立 中 央 小 学 校 ）   

日 時  平 成 １ ７ 年 １ ２ 月 ２ １ 日 ３ ・ ４ 校 時  コ ン ピ ュ ー タ 教 室  

対 象  ６ 年 ３ 組 ３ ６ 名  

   初 め に 、「 学 校 イ ン タ ー ネ ッ ト 教 習 所 」 の プ リ ン ト で 指 導 を 行 い 、 そ の 後 の 復 習 と い う 部 分 で

「 ｅ ラ ー ニ ン グ 」 を 行 っ た 。  

   ロ グ イ ン ま で の 手 順 を Power Point（ 資 料 参 照 の こ と ） で 教 員 が 作 成 し 順 序 に 従 っ て 一 斉 に

ロ グ イ ン さ せ 、 そ の 後 個 人 で 進 む 展 開 と し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

         

  

 

 

 

 

 

 

 

 

学 習 の ス タ ー ト               「 イ ン タ ー ネ ッ ト 教 習 所 」 閲 覧  

◇ e ラ ー ニ ン グ で の 学 習 （ 秩 父 市 立 影 森 小 学 校 ）  

 学 校 の コ ン ピ ュ ー タ 室 か ら 総 合 教 育 セ ン タ ー の Web ペ ー ジ へ ア ク セ ス し 学 校 支 援 シ ス テ ム に ロ グ

イ ン し て ｅ ラ ー ニ ン グ「 イ ン タ ー ネ ッ ト 教 習 所 」を 児 童 に 閲 覧 さ せ 、イ ン タ ー ネ ッ ト の 基 礎 知 識 や 留

意 点 な ど を 学 ば せ る 授 業 を 行 っ た 。  

日 時  平 成 １ ７ 年 １ １ 月  

対 象  秩 父 市 立 影 森 小 学 校 ４ 年 ３ 組  児 童 ２ ６ 名  

 ※ 比 較 対 象  熊 谷 市 立 熊 谷 西 小 学 校  ４ 年 生 児 童  １ １ ６ 名  

       日 時  平 成 １ ７ 年 １ ２ 月  

(1) 検 証 の 過 程  

事 前 ア ン ケ ー ト  

（ ロ グ イ ン の 様 子 ）
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      ま ず 、児 童 に 日 常 生 活 の 中 で イ ン タ ー ネ ッ ト や メ ー ル に ど の 程 度 ふ れ て い る か を 調 査 し

実 態 を 把 握 し た 。  

質 問 １  イ ン タ ー ネ ッ ト を ど の く ら い 利 用 し ま す か  

・ 週 ３ 回 以 上        １ 名 （ 家 で ）  

・ 週 に １ ， ２ 回 程 度     ６ 名 （ 家 で ）  

・ ほ と ん ど 利 用 し な い   １ ９ 名  

質 問 ２  イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し て い て 何 か 困 っ た こ と は あ り ま す か  

・ あ る  １ 名  次 々 に ク リ ッ ク し て い く と 途 中 で わ か ら な く な っ て く る 。

・ な い  ２ ５ 名  特 に 困 っ た こ と は な い 。  

質 問 ３  メ ー ル は し ま す か  

・ す る    １ 名  

・ し な い  ２ ５ 名  

質 問 ４  メ ー ル を し て い て 何 か 困 っ た こ と は あ り ま す か  

・ な い  ２ ５ 名  

質 問 ５  イ ン タ ー ネ ッ ト や メ ー ル で 気 を つ け な け れ ば い け な い こ と は な

ん で す か  

・ ウ イ ル ス  ６ 名  

・ へ ん な こ と は 書 か な い  ２ 名  

・ 知 ら な い メ ー ル は 開 か な い  １ 名  

・ わ か ら な い こ と は 勝 手 に し な い  １ 名  

・ い た ず ら に 使 わ な い  １ 名  

・ よ く わ か ら な い  １ ５ 名  

              （ 質 問 内 容 と 結 果 ）  

以 上 の 結 果 か ら 、本 学 級 の 児 童 は 学 校 で の 調 べ 学 習 な ど で は イ ン タ ー ネ ッ ト を 使 っ た こ と

が あ る が 、普 段 の 日 常 生 活 の 中 で は ほ と ん ど イ ン タ ー ネ ッ ト や メ ー ル に 触 れ て い な い こ と が

わ か っ た 。  

(2) 授 業 実 践  

学 校 の コ ン ピ ュ ー タ 室 に お い て 総 合 教 育 セ ン タ ー の Ｗ ｅ ｂ ペ ー ジ の 学 校 支 援 シ ス テ ム

ｅ ラ ー ニ ン グ 教 材「 イ ン タ ー ネ ッ ト 教 習 所 」を 児 童 に 閲 覧 さ せ 、イ ン タ ー ネ ッ ト の 基 礎 知

識 や 留 意 点 な ど に つ い て の 学 習 を 行 っ た 。  

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 「 イ ン タ ー ネ ッ ト 教 習 所 」 閲 覧         「 確 認 テ ス ト 実 施 」  
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「 確 認 テ ス ト 」 実 施  

 

「 イ ン タ ー ネ ッ ト 教 習 所 」 閲 覧         「 確 認 テ ス ト 内 容 」  

 

(3) ｅ ラ ー ニ ン グ と 授 業 ス タ イ ル で 行 っ た 時 の 確 認 テ ス ト の 比 較  

イ ン タ ー ネ ッ ト 教 習 所 を 学 習 し た 後 で 、そ の 内 容 が 定 着 し た か を 把 握 す る た め 確 認 テ ス

ト を 行 っ た 。  

確認テストの正答率  

問題 １  92％ （100％）    問題 ２ 100％ (100％) 

問題 ３  73％ （ 83％）   問題 ４  96％ (100％) 

問題 ５  88％ （ 92％）    問題 ６  76％ （ 78％） 

問題 ７ 100％ （100％）    問題 ８ 100％ (100％) 

問題 ９  96％ （100％）   問題 10  88％ （ 89％）  

（   ） は 教 師 授 業 で 行 っ た 場 合   

・確認テストの結果の考察として 

まず、正答率が８割に満たない問題３からは、インターネットの情報はすべて重要な情報

であると思い込んでいる児童が多いということがわかる。児童は非常に素直であり、インタ

ーネットの情報はすべて正しいと受け止めていることがわかる。そこで、インターネット上

の情報はすべてが信用できる情報とはいえないことを児童に理解させる必要がある。これか

らはますます児童がインターネットを利用することが多くなることが予想される。情報を鵜

呑みにせず、自分でしっかり考えた上でどの情報が自分にとって必要なのか見極める力（批

判的思考）を高めることが大切になってくる。 

次に、正答率の低い問題６については、話や文字などの情報はすべて人が作っているとい

うことに気がついていない児童が多くいるということである。会話や手紙のやり取りのよう

に直接人と人が行っている場合では、相手の存在を意識して行動をしているが、コンピュー

タやテレビゲームのような画面を通して得られる情報からは相手に対する意識が薄れてい

るのではないかと考えられる。インターネットやメールの匿名性などにも着目し、情報化の

進展に関連させた適切な指導が必要である。 

授業スタイルで行ったものと比べても若干低いものの大きく劣ることはない。 

 

７  成 果 と 課 題  

(1) 成 果  

・ 遠 隔 地 に お い て も ｅ ラ ー ニ ン グ に よ っ て ほ ぼ 同 一 教 材 の 授 業 が 展 開 で き た 。  
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・ プ リ ン ト と 比 べ て 動 き が あ る の で 興 味 を 持 っ て 取 り 組 め た 。  

・ 自 分 の ペ ー ス で 進 め る の で 、 個 人 差 に も 対 応 で き た 。  

・ 後 の テ ス ト が 動 機 付 け に な っ て い る 。  

・ 各 メ ニ ュ ー で の 進 度 が 確 認 で き る の で 、 意 欲 的 に 続 け た 。  

・ ｅ ラ ー ニ ン グ に よ っ て 全 体 の 8 割 以 上 の 正 答 率 が あ げ ら れ た こ と は 、 ア ニ メ ー シ ョ ン

効 果 が 高 か っ た こ と が 考 え ら れ る 。  

・e ラ ー ニ ン グ に お い て も 以 下 の よ う な 教 材 の 意 図 が ほ ぼ ス ト レ ー ト に 伝 わ っ た こ と が 成

果 に あ げ ら れ る 。  

児 童 の 感 想 か ら  

・イ ン タ ー ネ ッ ト と い う 言 葉 は 知 っ て い る が 、そ の こ と に つ い て 今 ま で 知 ら

な か っ た 児 童 が イ ン タ ー ネ ッ ト は 世 界 中 と つ な が っ た 情 報 の「 あ み 」で あ

り 、 百 科 事 典 の よ う な も の で あ る と い う こ と 。  

・イ ン タ ー ネ ッ ト か ら の 情 報 が す べ て 正 し い と 思 い こ ん で い る 児 童 が ほ と ん

ど で あ っ た た め 使 え る 情 報 と い ら な い 情 報 が あ る と い う こ と 。  

・イ ン タ ー ネ ッ ト 上 に あ ふ れ る 様 々 な 情 報 の 中 か ら 本 当 に 必 要 な 情 報 だ け を

見 極 め る こ と が 大 切 で あ る こ と や あ や ま っ た 情 報 は 人 を 傷 つ け た り 、安 心

し て 生 活 を 送 る こ と が で き な か っ た り す る こ と が わ か り 、情 報 を 正 し く 伝

え る こ と の 大 切 さ に つ い て 学 ぶ こ と が で き た こ と 。  

(2)  課 題  

・教 材 作 成 の 際 、パ ワ ー ポ イ ン ト ツ ー ル は 便 利 だ が 、既 存 の 教 材 は 手 直 し す る 必 要 が で て

く る 。  

・ 児 童 が は じ め て 、 ロ グ イ ン す る 時 に は 、 時 間 が か か っ て し ま っ た 。  

・ ロ グ イ ン 時 、 一 度 に ア ク セ ス す る と 速 度 が 著 し く 低 下 す る こ と が あ る 。  

・学 習 時 、確 認 テ ス ト に 関 し て 、間 違 え た 問 題 は な ぜ 違 う の か 簡 単 な 説 明 で 解 説 し て あ る

と 児 童 が テ ス ト を 行 っ た 後 で 振 り 返 る こ と が で き る の で は な い か と い う 指 摘 も あ り 、確

認 テ ス ト の 作 り 込 み に 関 し て も 考 え る 必 要 が あ る 。  

・ 一 度 受 講 す る と 、 受 講 完 了 と な り 、 何 度 も や り 直 す こ と が で き な い 。 ビ デ オ 会 議 を 併

用 す る と よ い が 、 そ こ ま で 手 が 回 ら な か っ た 。  

 

（ ２ ）  ｅラーニングを用いた教科「情報」でのアプリケーション指導法  

現在多くの家庭では、自宅からインターネット接続が可能である。このため県

立学校間ネットワークにある Internet Navigware を利用することで、ＷＢＴに

よる「時間」と「場所」に制約されない、効果的な自主学習の実現が期待される。

また将来的に、適切な教材を設定すれば、授業での活用のみならず「不登校生徒

への対応」や「長期休業中の在宅学習」等、さまざまな形態での活用が可能とな

る。 

     県立総合教育センター学校支援システムは、県立学校間ネットワークや市町村

立学校からだけでなく、家庭からの利用も前提としている。しかし、実際には「多

数の生徒」が、「指導者不在の自宅」から、ＷＢＴによる自主学習を効果的に行

うことができるか、疑問である。生徒に、学校支援システムを利用した現実的な
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ｅラーニングによる自主学習を体験させ、その課題を明らかにしておくことが必

要と考える。  

 

活用事例 埼玉県立浦和北高等学校 

｢情 報 Ａ ｣｢情 報 Ｃ ｣に お け る ア プ リ ケ ー シ ョ ン 操 作 の 事 前 学 習  

１  研 究 目 的  

    ｢情 報 Ａ ｣｢情 報 Ｃ ｣に お け る ア プ リ ケ ー シ ョ ン 操 作 の 事 前 学 習 と し て 、総 合 教 育 セ ン タ ー の 新

シ ス テ ム を 介 し ｅ ラ ー ニ ン グ を 利 用 。「 い つ で も 」「 ど こ か ら で も 」で き る 家 庭 学 習 等 、自 律 し

た ｅ ラ ー ニ ン グ 学 習 者 へ の 支 援 方 法 を 検 証 す る 。  

 

２  研 究 目 標  

    Ｗ Ｂ Ｔ （ Web Based Training： ネ ッ ト ワ ー ク を 利 用 し た 教 育 ） に は 次 の 特 性 が あ る 。  

    ・ 場 所 や 時 間 に 制 限 さ れ な い 学 習 が 可 能 。  

    ・ 進 捗 状 況 の リ ア ル タ イ ム な 管 理 、 評 価 が 可 能 。  

    ・ 受 講 者 へ の 効 率 的 な 指 導 が 可 能 。  

      本 研 究 で は 、「 情 報 Ａ 」「 情 報 Ｃ 」に お け る ア プ リ ケ ー シ ョ ン 指 導 の 事 前 学 習 と し て 、１

年 次 生 徒 全 員 が 総 合 教 育 セ ン タ ー 新 シ ス テ ム 上 の Internet Navigware を 利 用 す る 。 特

に 、指 導 者 が い る 授 業 時 で は な く「 ３ ２ ０ 人 の 生 徒 が 自 宅 や ホ ー ム ル ー ム 教 室 か ら 、任 意

の 時 間 に オ ン デ マ ン ド 型 の 自 主 学 習 に 取 り 組 む 」こ と を 中 心 と し 、よ り 実 践 的 な 学 習 活 動

を 実 現 す る 方 法 を 検 証 す る 。  

      本 校 は 単 位 制 シ ス テ ム を 導 入 し て お り 、１ 年 次 で「 情 報 Ａ 」ま た は「 情 報 Ｃ 」の 選 択 必

修 と な っ て い る 。 本 校 で は 「 情 報 機 器 の 扱 い に 比 較 的 慣 れ て い る 生 徒 」 が 「 情 報 Ａ 」 を 、

そ し て 、「 情 報 機 器 の 扱 い に 比 較 的 慣 れ て い な い 生 徒 」 が 「 情 報 Ｃ 」 を 受 講 す る 傾 向 に あ

る 。ま た 、平 成 １ ８ 年 度 開 講 予 定 の 学 校 設 定 科 目「 実 用 基 礎 プ ロ グ ラ ミ ン グ 」の 受 講 者 は

「 情 報 Ａ 」「 情 報 Ｃ 」 の 履 修 を 終 え た 生 徒 で あ る 。 平 成 １ ８ 年 度 に は 、 こ の ３ 種 の 異 な る

生 徒 集 団 で の 差 異 も 検 証 し 、さ ら に 他 教 科 と 連 携 し た 県 立 学 校 間 ネ ッ ト ワ ー ク の 活 用 方 法

も 検 討 し た い 。  

      そ こ で 、 以 下 の よ う な 仮 説 を も と に 研 究 を 進 め る 。  

(1) 学 校 支 援 シ ス テ ム に よ る 自 主 的 な ｅ ラ ー ニ ン グ 受 講 に 対 す る 指 導 方 法 を 工 夫 す れ ば 、生 徒 は 効

果 的 な 学 習 を 行 う こ と が で き る 。  

(2) 指 導 者 が Internet Navigware 成 績 管 理 サ ー ビ ス の 利 用 方 法 を 工 夫 す れ ば 、 生 徒 の 自 主 的 な

ｅ ラ ー ニ ン グ 受 講 を 効 果 的 に 支 援 す る こ と が で き る 。  

(3)「 情 報 Ａ 」 を 受 講 す る 生 徒 集 団 と 「 情 報 Ｃ 」 を 受 講 す る 生 徒 集 団 の 間 に 、 受 講 状 況 に お け る 差

異 が 生 じ る だ ろ う 。各 生 徒 集 団 に 対 す る 適 切 な 指 導 を 行 え ば 、よ り 効 果 的 な 自 主 学 習 を 促 進 す

る こ と が で き る 。  

 

３  こ れ ま で の 研 究 経 過 ・ 先 行 研 究 か ら の 課 題 等  

(1) 平 成 １ ７ 年 １ ２ 月 上 旬 ま で の 研 究 経 過 概 略  

   ６ 月 ２ ９ 日 （ 水 ）   研 究 協 力 校 委 嘱 式  

   ９ 月 ２ ７ 日 （ 火 ）   学 校 間 ネ ッ ト ワ ー ク 及 び 総 合 教 育 セ ン タ ー 新 シ ス テ ム 説 明 会  
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         研 究 テ ー マ 毎 の 内 容 研 究  

～ １ ０ 月 １ ４ 日 （ 金 ）   WBT に よ る Internet Navigware 利 用 の た め の 調 査 等  

１ ０ 月 ２ ０ 日 （ 木 ）   ア カ ウ ン ト 登 録 申 請 開 始  

１ １ 月  ８ 日 （ 火 ）   教 員 お よ び 受 講 者 ア カ ウ ン ト 発 行  

～ １ １ 月 １ ６ 日 （ 水 ）   Internet Navigware 試 行  

１ １ 月 ２ １ 日 （ 月 ）   １ 年 次 生 徒 ３ ２ ０ 人 に よ る Internet Navigware に よ る 学 習  

開 始  

～ １ ２ 月 ５ 日 （ 月 ）    生 徒 自 宅 の 接 続 環 境 調 査 、 受 講 状 況 調 査  

 

 

＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝  

 

● 写 真 １ 、 写 真 ２  授 業 で ｅ ラ ー ニ ン グ 受 講 手 順 を 説 明  情 報 処 理 室 に て  

＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝  

(2)本 研 究 実 施 場 所 の 環 境  

ア  生 徒 自 宅 等 、 情 報 処 理 室 以 外 で 受 講 す る と き の 環 境  

     自 宅 で の イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 が 可 能 な 生 徒 に 対 し て は 、自 宅 で の 受 講 を 奨 励 し た 。表 １ は 、

生 徒 自 宅 で の 接 続 環 境 調 査 の 結 果 で あ る 。「 情 報 Ａ 」「 情 報 Ｃ 」の 受 講 者 ご と に 集 計 し て い る 。  

● 表 １  生 徒 自 宅 で の 接 続 環 境 調 査  

    調 査 対 象 ： １ 年 次 ４ ク ラ ス 生 徒 １ ５ ３ 名  

     （ 全 対 象 者 の 約 半 数 、「 情 報 Ａ 」 受 講 者 ７ ５ 名 、「 情 報 Ｃ 」 受 講 者 ７ ８ 名 ）  

    実 施 年 月 日 ： 平 成 １ ７ 年 １ １ 月 ２ ８ 日 （ 月 ）  

項目 回答 情報Ａ 情報Ｃ 全体 

できる 94.7% 80.8% 87.6%自宅でインターネットに接続し学習

することが できない 5.3% 19.2% 12.4%

WindowsXP 70.4% 47.7% 59.6%

WindowsMe 2.8% 4.6% 3.7%

Windows98 12.7% 4.6% 8.8%
自宅コンピュータのＯＳ 

その他 14.1% 43.1% 27.9%

光ﾌｧｲﾊﾞｰ・CATV 18.5% 15.6% 17.1%自宅でのインターネットの接続環境

ADSL 35.4% 6.3% 20.9%



 - 13 -

ISDN 0.0% 1.6% 0.8%

その他 46.2% 76.6% 61.2%

できる 86.3% 70.5% 78.1%
自宅で Excel が 

できない 13.7% 29.5% 21.9%

やった 53.3% 48.1% 50.6%
中学校で Excel を 

やらない 46.7% 51.9% 49.4%

 分析・考察： 

９割弱の生徒が自宅でインターネットに接続できる。また、生徒の約半数はすでに中学校で

Excel に触れたことがあり、８割程度の生徒は自宅で Excel が利用できる。特に「情報Ａ」受講者

（情報機器の扱いに慣れている生徒が多い）は、その９５％がインターネットに接続可能であり、

Excel を中学校でやった割合も「情報Ｃ」受講者に比較して高い。 

  ほとんどの生徒が、自宅でｅラーニングによる Excel 講座を受講し、実際の Excel 操作を試せる 

環境にあるといえる。  

 

イ  ホ ー ム ル ー ム 教 室  

     本 校 で は 、生 徒 は ホ ー ム ル ー ム 教 室 か ら 休 み 時 間 や 放 課 後 等 に 自 由 に イ ン タ ー ネ ッ ト に 接

続 す る こ と が で き る 。 生 徒 は 積 極 的 に 、 学 習 や 個 人 の 検 索 等 で 活 用 し て い る 。  

    ホ ー ム ル ー ム 教 室 か ら の SSO 接 続 は 可 能 だ が 、Flash Player の バ ー ジ ョ ン が 古 い た め 、新

シ ス テ ム の「 よ く わ か る  Excel 2003 基 礎 」等 の 動 画 が 再 生 さ れ な い 。校 内 Ｌ Ａ Ｎ 運 用 担

当 者 と 連 絡 の 上 更 新 を 試 み て い る が 、１ １ 月 末 時 点 で ホ ー ム ル ー ム 教 室 か ら の 受 講 が 実 現 で

き て い な い 。 た だ し 県 立 学 校 間 ネ ッ ト ワ ー ク の 旧 シ ス テ ム で の ｅ ラ ー ニ ン グ 受 講 は 可 能 。  

    ※ Ｓ Ｓ Ｏ ： single sign on 

● ホ ー ム ル ー ム 教 室 PC 仕 様  

    OS：WindowsXP Professional、CPU：Celeron 1.7GHz、RAM：128MB、HDD：20GB 

 

ウ  浦 和 北 高 等 学 校 情 報 処 理 室  

    開 放 日 に は Internet Navigware を 自 由 に 利 用 で き る よ う に し た 。  

● 情 報 処 理 室 ｅ ラ ー ニ ン グ 実 施 開 放 日  

       日 時 ：  第 １ 回  平 成 １ ７ 年 １ １ 月 ２ ８ 日 （ 月 ） １ ５ 時 ３ ０ 分 よ り １ ７ 時 ま で  

           第 ２ 回       １ ２ 月  １ 日 （ 木 ） １ ５ 時 ３ ０ 分 よ り １ ７ 時 ま で  

              第 ３ 回       １ ２ 月  ２ 日 （ 金 ） １ ５ 時 ３ ０ 分 よ り １ ７ 時 ま で  

              第 ４ 回       １ ２ 月  ６ 日 （ 火 ） １ ５ 時 ３ ０ 分 よ り １ ７ 時 ま で  

              第 ５ 回       １ ２ 月 １ ６ 日 （ 金 ） １ ２ 時 ３ ０ 分 よ り １ ４ 時 ３ ０ 分 ま で  

              第 ６ 回       １ ２ 月 ２ １ 日 （ 水 ） １ ２ 時 ３ ０ 分 よ り １ ４ 時 ３ ０ 分 ま で  

              第 ７ 回       １ ２ 月 ２ ６ 日 （ 月 ） １ ０ 時 ０ ０ 分 よ り １ ２ 時 ０ ０ 分 ま で  

       参 加 人 数 ： １ 回 に つ き １ ０ 人 か ら ４ ０ 名 程 度 、 合 計 で ２ ０ ０ 名 程 度 参 加 。   

       指 導 者  ： 情 報 科 教 諭 １ 名 が 常 駐 。 不 具 合 が 生 じ た と き に 対 応 。  

 

● 情 報 処 理 室 PC 等 仕 様  

・ 生 徒 用 PC（ ４ ２ 台 ）  
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    OS： WindowsXP Professional、 CPU： PentiumⅢ  1BGHz、 RAM： 256MB、 HDD：

40GB 

・ 教 員 用 PC 

    OS： WindowsXP Professional、 CPU： Pentium4 1.5GHz、 RAM： 512MB、 HDD：

40GB 

・ サ ー バ  

    OS：Windows2000Server、CPU：PentiumⅢ  1BGHz、RAM：384MB、HDD：18GB 

・ ネ ッ ト ワ ー ク ： 100BASE-TX 

 

(3) 研 究 の 過 程  

ア  学 校 支 援 シ ス テ ム ア カ ウ ン ト 取 得  

１ ０ 月 ２ ０ 日 （ 木 ）  教 員 用 ア カ ウ ン ト 登 録 申 請  

１ ０ 月 ２ ４ 日 （ 月 ）  申 請 内 容 を 変 更 後 教 育 者 用 ア カ ウ ン ト 登 録 申 請  

１ ０ 月 ２ ７ 日 （ 木 ）  教 員 用 ア カ ウ ン ト 発 行  

１ １ 月  ２ 日 （ 水 ）  生 徒 用 ア カ ウ ン ト 一 括 申 請  

１ １ 月  ８ 日 （ 火 ）  生 徒 用 ３ ３ ６ ア カ ウ ン ト 発 行  

               初 回 、教 員 用 ア カ ウ ン ト 申 請 が 承 認 さ れ ず 、権 限 を 変 更 し た 再 度 の

申 請 で 承 認 さ れ た 。一 括 申 請 で は 、Web 上 で CSV 形 式 デ ー タ を ア

ッ プ ロ ー ド す る だ け で 自 動 的 に 処 理 さ れ る 。手 続 き も オ ン ラ イ ン ヘ

ル プ を 見 る だ け で 充 分 理 解 で き る 。生 徒 ア カ ウ ン ト は 問 題 な く 発 行

さ れ た 。た だ し ID、パ ス ワ ー ド の デ ー タ は 本 来 の 手 続 と は 異 な り 、

総 合 教 育 セ ン タ ー よ り Excel フ ァ イ ル で 再 送 付 し て い た だ い た 。  

イ  受 講 ・ 管 理 環 境 の 設 定  

１ １ 月 １ ７ 日 （ 木 ）、 ２ ２ 日 （ 火 ）  情 報 処 理 室 PC の 環 境 整 備  

１ １ 月 ２ １ 日 （ 月 ） ～ ２ ９ 日 （ 火 ）  生 徒 自 宅 の 接 続 環 境 調 査  

    次 は 、 総 合 教 育 セ ン タ ー 学 校 支 援 シ ス テ ム Ｓ Ｓ Ｏ を 利 用 す る の に 必 要 な 環 境 で あ る 。  

● Ｓ Ｓ Ｏ （ シ ン グ ル サ イ ン オ ン ） 利 用 に 必 要 な 環 境  

    ・ ブ ラ ウ ザ は Microsoft の Internet Explorer 

    ・ ポ ッ プ ア ッ プ ブ ロ ッ ク 有 効 の 場 合 、 例 外 設 定 に SSO サ イ ト の 登 録  

    ・ WindowsXP の 場 合 SP1 ま た は SP2 が イ ン ス ト ー ル  

     ま た 次 は 、 Internet Navigware で 「 よ く わ か る  Excel 2003 基 礎 」 等 の コ ー ス を 受 講

す る 場 合 に の み 必 要 な 環 境 で あ る 。  

● Internet Navigware 利 用 に 必 要 な 環 境  

    ・ ブ ラ ウ ザ は 次 の い ず れ か  

     Microsoft(R) Internet Explorer 6.0 SP1 

     Netscape Navigator(R) 7.1  

    ・ ブ ラ ウ ザ で  JavaScript が 有 効  

● 「 よ く わ か る  Excel 2003 基 礎 (ex03a)」 等 コ ー ス 受 講 に 必 要 な 環 境  

    ・ Flash Player７ 以 上  

     本 校 情 報 処 理 室 で は 、こ の 環 境 が 実 現 し て い な か っ た た め 一 部 機 器 の 設 定 を 変 更 。接 続 環



 - 15 -

境 を 整 え た 。  

 

ウ  受 講  

１ １ 月 ２ １ 日 （ 月 ） ～ ３ ０ 日 （ 水 ）  「 情 報 Ａ 」「 情 報 Ｃ 」 の 授 業 で 受 講 方 法  

      を 説 明 。  

      自 宅 や ホ ー ム ル ー ム 等 で の 自 主 的 な 受 講 開 始 。  

      １ １ 月 ２ ８ 日 （ 月 ） ～  

      情 報 処 理 室 開 放 日 を ７ 日 間 設 定 。 希 望 生 徒 は 自 由 に 受 講 。 

      情 報 授 業 で ID・ パ ス ワ ー ド を 生 徒 に 連 絡 。 取 り 扱 い の 注 意 に 念 を 押 す 。 さ ら に 学 校 支 援   

シ ス テ ム へ の SSO ロ グ イ ン 方 法 、 Internet Navigware 利 用 方 法 を 解 説 。 情 報 処 理 室 に て  

一 度 は 全 員 が 受 講 し た 。自 宅 や ホ ー ム ル ー ム 教 室 、情 報 処 理 室 の 開 放 日 等 で の 自 主 的 な 受 講  

を 奨 励 。 対 象 コ ー ス は 、 ３ 学 期 に 行 う Excel の 授 業 の 事 前 学 習 と し て 「 よ く わ か る  Excel  

2003 基 礎 」 を 設 定 し た 。  

１ １ 月 末 時 点 で は ホ ー ム ル ー ム 教 室 の コ ン ピ ュ ー タ で の 受 講 は で き な い 。ま た 、自 宅 か ら

の 受 講 が う ま く い か な い ケ ー ス も 多 い た め 情 報 処 理 室 の 開 放 日 を 設 定 し た 。  

 

＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝  

 

● 写 真 ３ 、 写 真 ４  自 主 的 な 受 講 の た め 情 報 処 理 室 を 開 放  生 徒 受 講 風 景  

＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝  

    本 校 情 報 処 理 室 に て ４ ０ 名 程 度 で「 よ く わ か る  Excel 2003 基 礎 」の 受 講 を 試 み る と 、一

部 機 器 で 接 続 の 不 具 合 が 生 じ た 。 プ ロ キ シ サ ー バ の 設 定 を 変 更 す る こ と で 改 善 が み ら れ た が 、

や は り 何 台 か の 機 器 で は 不 具 合 が 不 定 期 に 生 じ る 。  

    不 具 合 が 発 生 し て も 多 く の 場 合 セ ッ シ ョ ン が 存 在 す る 状 態 に な っ て い る 。こ の た め 、生 徒 が

再 ロ グ イ ン す る 前 に 、 管 理 者 が 強 制 的 に セ ッ シ ョ ン を 切 断 す る 作 業 が 必 要 で あ る 。  

 

エ  受 講 状 況 調 査  

１ ２ 月  １ 日 （ 木 ）、 ５ 日 （ 月 ）  受 講 状 況 調 査 実 施  

    受 講 開 始 か ら １ ０ 日 程 度 後 に 、 受 講 状 況 に 関 す る 調 査 を 実 施 し た 。 表 ２ は そ の 結 果 で あ る 。

結 果 は「 情 報 Ａ 」受 講 者（ 情 報 機 器 の 扱 い に 慣 れ て い る 生 徒 が 多 い ）、「 情 報 Ｃ 」受 講 者（ 情

報 機 器 の 扱 い に 不 慣 れ な 生 徒 が 多 い ） ご と に 集 計 し た 。  
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● 表 ２  ｅ ラ ー ニ ン グ 受 講 状 況 調 査  

調 査 実 施 日 ： １ ２ 月 １ 日 （ 木 ）、 ５ 日 （ 月 ）  

対    象 ： ２ ３ ２ 人  

     （ 全 対 象 者 の 約 ７ 割 、「 情 報 Ａ 」 受 講 者  ７ ６ 人 、「 情 報 Ｃ 」 受 講 者  １ ５ ６ 人 ）  

質問内容 回答 情報Ａ 情報Ｃ 全体 

できた 100.0% 100.0% 100.0%(1)情報処理室で SSO 

  ログインできたか できない 0.0% 0.0% 0.0%

問題なくできた 85.5% 62.2% 69.8%

途中で問題が生じた 14.5% 37.8% 30.2%(2)情報処理室での受講 

最初からできなかった 0.0% 0.0% 0.0%

した 65.8% 66.0% 65.9%(3)授業以外で自主的に 

 ログインを試みたか してない 34.2% 34.0% 34.1%

できた 75.0% 75.2% 75.2%
(4) (3)でログインできたか 

できない 25.0% 24.8% 24.8%

自宅 92.2% 74.0% 80.0%

情報処理室の開放日 2.0% 16.3% 11.6%
(5) (3)でログインを試みた

場所 
その他 3.9% 9.6% 7.7%

問題なくできた 70.0% 58.0% 62.0%

途中で問題が生じた 12.0% 18.0% 16.0%(6) (5)の授業以外の受講 

最初からできなかった 18.0% 24.0% 22.0%

分析・考察： 

(1) 情報処理室では全員が学校支援システムにログインできている。 

(2) 情報処理室で受講したとき、約３割の生徒は途中で不具合が発生している。ただし、情報機器操

作に慣れている生徒の割合が多い「情報Ａ」受講者のほうが、問題の発生率が低い。 

(3) １０日間程度の期間に全生徒の約６５％が、授業以外で自主的なｅラーニング学習に取り組んで

いる。 

(4) 授業以外での学校支援システムログインには、３／４が成功している。失敗した人数の割合に、

生徒集団ごとの差異はない。今回は生徒に、「ポップアップブロック」の設定に関して説明してい

ない。ログイン失敗の原因は誤操作ではなく、接続環境によることが予想される。 

(5) 授業以外での受講は、大半が自宅で試みられている。特に「情報Ａ」受講者は９割以上が自宅で

実施していた。「情報Ａ」受講者のほうが、自宅でインターネットに接続できる割合が大きいこと

が原因だろうか。 

(6) 授業以外での受講でも、３割を越える生徒が途中での不具合を報告している。問題の発生率は(2)

と同様「情報Ａ」受講者のほうが低い。受講中の不適切な操作が不具合の原因になっている、また

は特定の操作が引き金となって不具合が発生していることも考えられる。 

  情報処理室の一部機器では現在でも受講中に障害が発生するが、情報処理室では SSO 利用自体で

の問題は発生していない。生徒自宅での障害も、多くはｅラーニング教材受講時に発生するもので

ある。 

  旧システムの Windows Media Player を使ったｅラーニング教材であれば不具合の発生も少なく、
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またホームルーム教室からの受講も問題ない。より操作が容易な、低いレベルの環境でも動作する

ｅラーニング教材を開発することで、多くの問題は解決されることが予想される。  

 表 ３ は 、 受 講 し た 生 徒 に 対 し て 実 施 し た ア ン ケ ー ト の 抜 粋 で あ る 。  

● 表 ３  生 徒 の ｅ ラ ー ニ ン グ に 対 す る 意 識 調 査  

調 査 対 象 ： １ 年 次 生 徒 １ ５ ４ 名  

     （ 全 対 象 者 の 約 半 数 、「 情 報 Ａ 」 受 講 者 ７ ５ 名 、「 情 報 Ｃ 」 受 講 者 ７ ９ 名 ）  

実 施 月 日 ： １ １ 月 ２ １ 日 （ 月 ）、 ２ ２ 日 （ 火 ）  

方   法 ： 自 由 形 式 で 記 述  

 

以 下 は 、 そ の 集 約 で あ る 。  

（ １ ） 良 い と 思 っ た 点  

・ 自 宅 で も 授 業 の よ う に 受 講 で き る の が よ い 。  

・ 自 分 な り の ペ ー ス で 進 め る の が よ い 。  

・ 繰 り 返 し て 説 明 を 聞 け る と こ ろ が よ い 。  

・ 課 題 ご と の 確 認 問 題 が よ い 。  

・ 音 声 と 画 面 の 両 方 か ら 学 べ る の で わ か り や す い 。  

・ 間 違 え て も 、 も う 一 度 再 生 で き る の が よ い 。  

・ 一 人 で も 学 習 で き る と こ ろ が よ い 。  

（ ２ ） 課 題 で あ る と 思 っ た 点  

・ 言 葉 に よ る 説 明 が 長 く 遅 い 。 図 で 説 明 し た ほ う が よ い も の が あ る 。  

・ 自 宅 で や っ た ら 接 続 で き な か っ た 。 フ リ ー ズ し て し ま う こ と が 多 か っ た 。  

・ ロ グ イ ン 、 ロ グ ア ウ ト の 手 順 が 面 倒 。  

・「 早 送 り 」 や 「 巻 き 戻 し 」 の 機 能 が あ っ た ほ う が よ い 。  

・ ２ 種 類 以 上 の 操 作 方 法 が あ っ て も １ つ し か 正 解 に な ら な い 。  

        生 徒 は「 い つ で も 」「 ど こ か ら で も 」「 自 分 な り に 」受 講 で き る こ と に 好 感 を 持 っ て

い る よ う だ 。事 前 学 習 の 効 果 は 充 分 に 期 待 で き る 。反 面「 受 講 手 続 き の 煩 わ し さ 」「 障

害 発 生 の 多 さ 」 を 感 じ る 生 徒 も 少 な か ら ず い た 。  

  

表 ４ は 、表 ２ と 同 時 に 行 っ た ｅ ラ ー ニ ン グ に 対 す る 意 識 調 査 で あ る 。現 時 点 で は 接 続 の 問 題 が

あ り 教 材 も 少 な い た め 、「 接 続 に 問 題 が な い 」、 そ し て 、「 教 材 が 選 べ る 」 状 態 で あ る と 仮 定 し た

質 問 形 式 に し た 。  

● 表 ４  ｅ ラ ー ニ ン グ に 対 す る 意 識 調 査  

調 査 実 施 日 ： １ ２ 月 １ 日 （ 木 ）、 ５ 日 （ 月 ）  

対    象 ： ２ ３ ２ 人  

     （ 全 対 象 者 の 約 ７ 割 、「 情 報 Ａ 」 受 講 者  ７ ６ 人 、「 情 報 Ｃ 」 受 講 者  １ ５ ６ 人 ）  

   ※ 「 接 続 に 問 題 が な い 」「 教 材 が 選 べ る 」 と 仮 定 し て の 質 問  

質問内容 回答 情報Ａ 情報Ｃ 全体 

あると思う 81.6% 89.1% 86.6%ｅラーニングに効果がある

と思うか ないと思う 18.4% 10.9% 13.4%
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場所を選ばないから 10.8% 8.5% 9.2%

自分のペースでできるから 69.2% 74.6% 72.9%

教材を自分で選べるから 10.8% 8.5% 9.2%
効果があると思う理由 

その他 9.2% 8.5% 8.7%

分析・考察： 

接続に問題がなく、教材が選べるとすれば、ほとんどの生徒はｅラーニングに効果があると感じて

いる。「情報Ｃ」受講者のほうが「効果があると思う」との回答が多かった。「自分のペースでできる」

安心感によるのだろうか。 

 

オ  受 講 管 理 と 成 績 管 理  

１ １ 月 ２ １ 日 （ 月 ） ～ １ ２ 月 ５ 日 （ 月 ）  管 理 者 に よ る 受 講 管 理 と 成 績 管 理  

    Internet Navigware 成 績 管 理 サ ー ビ ス は 、 学 習 の 分 析 や 統 計 、 教 材 の 評 価 等 の 情 報 を ビ

ジ ュ ア ル に 提 供 さ れ る 。 以 下 の そ の 図 で あ る 。  

● 図 １  Internet Navigware 成 績 管 理 サ ー ビ ス の 画 面 （ 受 講 者 学 習 状 況 ）  
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● 図 ２  Internet Navigware 成 績 管 理 サ ー ビ ス （ 進 捗 率 ヒ ス ト グ ラ ム ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 図 ３  保 存 し た 学 習 進 捗 情 報 を Excel で 分 析  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４ は 受 講 開 始 か ら １ ０ 日 程 度 後 の 学 習 進 捗 率 を「 情 報 Ａ 」受 講 者 お よ び「 情 報 Ｃ 」受 講 者 の

別 に グ ラ フ 化 し た も の で あ る 。 ま た 表 ５ は 、 学 習 進 捗 率 の 平 均 で あ る 。「 情 報 Ａ 」 受 講 者 の ほ う

が 、全 般 的 に 進 捗 率 が 高 い こ と が わ か る 。「 情 報 Ａ 」受 講 者 が「 情 報 Ｃ 」受 講 者 に 比 較 し て 、「 も

と も と Excel に 関 す る 知 識 を 持 っ て い る 」「 効 率 の よ い 自 主 学 習 が で き て い る 」「 積 極 的 に 自 主 学

習 を 行 っ て い る 」 等 の 原 因 が 推 測 さ れ る 。  
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● 図 ４  学 習 進 捗 率 の 比 較  

調 査 対 象 ： １ 年 次 生 徒 ３ １ ９ 名 （「 情 報 Ａ 」 受 講 者 ２ ０ ４ 名 、「 情 報 Ｃ 」 受 講 者 １ １ ５ 名 ）  

調 査 年 月 日 ： 平 成 １ ７ 年 １ ２ 月 ６ 日 （ 火 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 表 ５  学 習 進 捗 率 の 平 均 （ 平 成 １ ７ 年 １ ２ 月 ６ 日 （ 火 ） 調 査 ）  

情 報 Ａ  39.5%  

情 報 Ｃ  27.8%  

全 体  32.0%  

図 ５ は 、 受 講 開 始 か ら １ ０ 日 程 度 後 に 、 テ ス ト 結 果 Ｓ － Ｐ 表 を プ ロ ッ ト し た も の で あ る 。 正 答 数

は 高 い が 「 不 注 意 な 学 習 」 が 予 想 さ れ る 生 徒 だ け を 表 示 し て い る 。  

 

● 図 ５ Internet Navigware 成 績 管 理 サ   

ー ビ ス （ テ ス ト 結 果 Ｓ － Ｐ 表 ）  

対 象 ： 受 講 者  

範 囲 ： 進 捗 率 30％ 以 上  

基 準 ： 正 誤 の 判 断 50％  

表 示 範 囲 ： 正 答 数 が 高 く 、   

注 意 係 数 0.5 以 上  

 

 

 

 

(4) 研 究 評 価 と 考 察  

ア アカウント取得に関して 

    大量のアカウント取得から生徒への ID、パスワードの連絡、そしてアカウント管理の過程

を検証することができた。学校支援システムでは、申請内容が承認されると学校代表にメール

で各個人の ID とパスワードが送信される。今回は大量の申請となり、336 通の承認メールが

学校代表 ID に届いた。データはＷｅb 上での扱いになるため、個々の生徒へのメール作成、
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あるいは印刷が困難である。 

 

イ 受講に関して 

    約１割の生徒は、家庭からインターネットに接続し学習を行うことができる環境にない。Ｗ

ＢＴによる自主学習を促進するには、学校で受講できる機会を設ける等の対策が必要なことが

わかった。 

    また、教員がいない家庭等での自主的な受講の場合、不具合が生じると再ログインまで５分

～１０分程度待つ必要がある。不具合発生に繋がる可能性のある操作を行わないよう、また不

具合が発生したときの対応等、事前指導の徹底が必要であることがわかった。 

    生徒自宅の接続環境は多様である。企業で行う在宅研修とは異なり、生徒の家庭の接続環境

を整備したり、整備を要求したりすることはできない。また、学校にあるコンピュータの多く

には環境復元機能がある。個々の教材のために、設定変更や機能更新を行うことは容易ではな

い。「いつでも」「どこからでも」受講できるｅラーニング学習には、高い機能を要求しない、

より一般的な環境で動作する教材が必要だと考える。  

 

ウ  受 講 お よ び 成 績 管 理 に つ い て  

    Internet Navigware 成 績 管 理 サ ー ビ ス を 携 帯 型 情 報 機 器 に イ ン ス ト ー ル し て お け ば 、 貴

重 な 受 講 情 報 は サ ー バ に 保 管 し た ま ま 、「 い つ で も 」「 ど こ で も 」学 習 状 況 を 把 握 す る こ と が で

き る 。 今 回 は こ の 機 能 を 使 っ て 、 生 徒 に 適 切 な 助 言 を 与 え る こ と が で き た と 考 え る 。  

    テ ス ト 結 果 Ｓ － Ｐ 表 で は 、正 答 数 や 注 意 係 数 に 表 示 等 、学 習 支 援 に 直 結 す る 情 報 を 得 る こ と

が で き た 。 今 後 の 適 切 な 指 導 に 繋 げ て い き た い 。  

 

エ  「 情 報 Ａ 」 受 講 者 と 「 情 報 Ｃ 」 受 講 者 で の 差 異  

    情 報 機 器 の 扱 い に 慣 れ て い る 「 情 報 Ａ 」 受 講 者 の 受 講 で は 、「 情 報 Ｃ 」 受 講 者 の 受 講 に 比 較

し て 不 具 合 の 発 生 率 が 少 な い 。原 因 は 特 定 で き な い が 、情 報 機 器 の 扱 い に 慣 れ て い な い 生 徒 が

受 講 す る 場 合 、 よ り 適 切 な 指 導 が 必 要 で あ る こ と が わ か る 。  

 

(5) 課 題  

・ ア カ ウ ン ト 申 請 、 受 講 支 援 、 評 価 、 フ ィ ー ド バ ッ ク と い う 一 連 の 教 育 活 動 を 効 果 的 に 行 う 。

PDCA サ イ ク ル の 確 立 。  

・ 管 理 者 の い な い 自 主 的 な 受 講 で 発 生 す る 不 具 合 へ の 対 応 。  

・ 適 切 な 教 材 の 作 成 ま た は 設 定 。  

(6) 今 後 の 計 画  

授 業 で の 受 講 を 含 め れ ば 、 ほ ぼ す べ て の 生 徒 が Internet Navigware に よ る ア プ リ ケ ー シ ョ

ン 事 前 学 習 が 実 施 で き た 。今 後 、実 際 の 授 業 を 行 う 上 で 、学 習 の 効 果 を 検 証 し て い き た い 。ま た 、

不 具 合 発 生 の 原 因 が 接 続 環 境 に あ る の か 、操 作 の 問 題 で あ る の か 、ま た サ ー バ ー 側 に 依 存 す る も

の か 、 検 証 を 続 け て い き た い 。  

   来 年 度 は 、学 校 設 定 科 目「 実 用 基 礎 プ ロ グ ラ ミ ン グ 」の 受 講 者 を 含 め 、３ 種 の 異 な る 生 徒 集 団

で の 差 異 を 検 証 し 、他 教 科 と 連 携 し た 県 立 学 校 間 ネ ッ ト ワ ー ク の 活 用 方 法 の 検 証 へ と 繋 げ て い き

た い 。  
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   ど ん な シ ス テ ム で も 、一 番 重 要 な の は 運 用 の 支 援 体 制 だ と 考 え る 。本 校 も 今 後 、そ の 役 の 一 端

を 担 え る よ う に し て い き た い 。  

 

（ ３ ）  ｅ ラ ー ニ ン グ 教 材 の 作 成  

     埼玉県立新座北高校は、現在新校への移行の準備を進めている。新校では、一

人ひとりの生徒に応じたコンピュータ活用教育を一つの特徴とすることを目指

している。そこで本校では、この目標に向けて、数学と情報の２つの教科で研究

を推進することになった。  

 

実践事例 埼玉県立新座北高等学校 

 テーマ(1) 数学Ⅱにおいて、数学の基礎的なスキルを身につけさせるｅラーニングの

開発とその効果 

１  概 要  

    埼 玉 県 立 新 座 北 高 校 の 生 徒 に は 、数 学 の 基 礎 学 力 に 欠 け る 生 徒 も い る 。こ う し た 生 徒 た ち に

高 校 の 数 学 を 教 え よ う と す る 時 、一 斉 授 業 で は ど う し て も 限 界 が あ る 。基 本 的 な 知 識 が 乏 し い

た め 、新 し い 数 学 の 話 を さ れ て も 、理 解 す る 基 盤 が 薄 く 、考 え る 手 掛 か り が 見 え な い の で あ る 。

こ う し た 生 徒 た ち に 対 し て は 、個 別 の 対 応 し か な い わ け だ が 、現 実 に は 、大 変 な 労 力 を 要 す る

こ と に な る 。そ こ で 、コ ン ピ ュ ー タ を 用 い た 個 別 学 習 が ス ム ー ズ に 授 業 と 融 合 さ れ れ ば 、数 学

の 学 力 向 上 に 大 い に 役 立 つ も の と 考 え ら れ る 。  

２  目 的  

    高 校 数 学 Ⅱ に お い て 、授 業 の 補 助 教 材 と し て 高 校 数 学 の 基 礎 ス キ ル ト レ ー ニ ン グ の で き る ｅ

ラ ー ニ ン グ を 開 発 し 、 そ の 効 果 を 明 ら か に す る こ と が 、 本 研 究 の 目 的 で あ る 。  

 ３  内 容  

    現 状 で は 、本 校 に は コ ン ピ ュ ー タ 教 室 は 1 室 し か な い 。現 在 週 29 時 間 の 授 業 時 間 の 中 で 、

情 報 の 授 業 が 約 半 分 の 15 時 間 を 占 め て い る 。数 学 の 授 業 で コ ン ピ ュ ー タ 教 室 を 使 う と す れ ば 、

そ の 合 間 を み て 、 部 屋 を 予 約 し て 使 う こ と に な る 。  

    ｅ ラ ー ニ ン グ の 目 的 は 、数 学 の 学 習 の 補 助 教 材 で あ り 、基 礎 の ド リ ル 演 習 で あ る 。認 知 心 理

学 を ベ ー ス と し た 教 材 観 を 基 に す る と 、意 味 や イ メ ー ジ を 獲 得 さ せ る た め の も の も 考 え ら れ る

が 、 現 状 の 生 徒 の 状 況 を 見 る と 基 礎 的 な 計 算 な ど の 演 習 不 足 が 原 因 で あ る と 考 え ら れ る の で 、

当 初 は 、基 礎 の ド リ ル 演 習 と な る ｅ ラ ー ニ ン グ 教 材 を 作 成 す る こ と に す る 。な ぜ な ら ば 、本 校

の 生 徒 は 、４ ３ を ４ ８ と 解 答 す る 生 徒 が 多 い 。な ぜ 、こ の よ う な 計 算 を す る の か と 言 う と 、

初 に ４ ×４ で １ ６ 。次 に 、１ ６ ×３ と 指 数 の ３ を 持 っ て き て 計 算 し て し ま う の で あ る 。こ う し

た ミ ス の 場 合 、正 し い 計 算 練 習 を 繰 り 返 せ ば 、４ ３ は ６ ４ が 自 然 に 出 て く る こ と は 、経 験 的 に

分 か っ て い る 。 従 っ て 、 本 研 究 で は 、 形 式 的 な 操 作 す る 力 の 形 成 を 目 指 し て 教 材 を 作 成 す る 。 

    教 材 の 単 位 は 、 教 科 書 に 対 応 さ せ る 。 そ の 方 が 、 授 業 で 利 用 し や す い か ら で あ る 。  

   本 校 の 授 業 の 進 度 か ら 、一 番 初 に 作 成 す る の は 、対 数 の 単 元 か ら は じ め る こ と に す る 。以 下

の 単 元 名 が そ の ４ つ で あ る 。  

    『 対 数 ・ 対 数 の 性 質 ・ 対 数 関 数 の グ ラ フ ・ 常 用 対 数 』  

    ｅ ラ ー ニ ン グ の 使 用 方 法 は 、一 斉 授 業 で 教 科 書 の 内 容 の 説 明 を 終 わ っ た 時 点 で ド リ ル 演 習 と

し て 導 入 す る 。1 つ の 単 元 の コ ン ピ ュ ー タ 学 習 時 間 は 、１ ０ 分 か ら ２ ０ 分 の 使 用 時 間 を 想 定 す
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る 。  

    今 回 は 、 開 発 さ れ た 教 材 を 実 際 の 生 徒 に 学 習 さ せ 、 そ の 効 果 の デ ー タ を 取 る 予 定 は 、 平 成

18 年 の 1 月 で あ る 。  

(ｱ) 学 習 モ デ ル １ （ 知 識 の 獲 得 の 例 ）  

    図 １ か ら 図 4 は 、 ４ 題 の 問 題 の 画 面 で あ る 。 図 5、 図 6 は 、 問 題 群 後 の プ ロ ン プ ト で あ

る 。 図 １ か ら 図 4 の よ う な 、 選 択 肢 で 、 4 つ の 問 題 を 完 全 に 答 え で な い と セ ッ シ ョ ン を ぬ け

出 ら れ な い よ う に す る 。 1 つ の 問 題 群 で 1 つ の 学 習 セ ッ シ ョ ン と す る 。 1 つ の 単 元 は 、 複 数

の セ ッ シ ョ ン で 構 成 す る こ と に す る 。  

図 １  知 識 問 題 １               図 ２  知 識 問 題 ２  

 

 

                 

 

 

 

 

図 ３  知 識 問 題 ３               図 ４  知 識 問 題 ４  

 

 

 

 

 

 

図 ５  後 で 戻 る プ ロ ン プ ト          図 ６  後 で 次 に い く プ ロ ン プ ト  

  

 

 

 

 

 

問 題 群 の 後 に は 、 図 ５ 、 図 ６ の よ う な プ ロ ン プ ト を 出 し て 、 学 習 の 結 果 の Ｋ Ｒ 情 報 と す る 。 1

回 目 の セ ッ シ ョ ン で 仮 に １ 題 で も 間 違 え た ら 、 問 1 か ら 問 4 ま で を ラ ン ダ ム に 出 し て 、 2 回 目 で

全 問 正 解 を 目 指 す 。 し か し 、 2 回 目 で 駄 目 な と き は 、 次 の セ ッ シ ョ ン に 移 る こ と に す る 。  

(ｲ) 学 習 モ デ ル ２ （ 表 現 問 題 の 例 ）  

図 ７ は 、 指 数 か ら 対 数 に 式 変 形 を す る 問 題 で あ る 。 図 ８ は 、 式 変 形 の 正 解 を 解 説 し た 画

面 で あ る 。 問 ９ を 間 違 え る と 、 図 ８ の 場 面 に な る 。 確 実 に チ ェ ッ ク を し て 見 る よ う に 、 次

の よ う な 提 示 の 仕 方 を す る 。 初 に 「 ９ ＝ ３ ２ は 」 を 示 し 、 文 字 列 「 ９ ＝ ３ ２ は 」 を マ ウ ス

で チ ェ ッ ク す る と 、 文 字 列 「 log３ ９ ＝ ２ 」 が 現 れ る よ う に し 、 文 字 列 「 log３ ９ ＝ ２ 」 を チ

ェ ッ ク す る と 問 ９ に 戻 る よ う に す る 。  

 

問１ 次の式で、ａは何？ 

LogaM      

〇対数 

       〇指数 

      〇真数 

      〇底 

問 2 次の式で、Ｍは何？ 

LogaM     

〇対数 

      〇指数  

      〇真数 

      〇底 

問 3 次の式で、ａは何？ 

ａｘ    

〇対数 

          〇指数 

     〇真数 

     〇底 

問 3 次の式で、ｘは何？ 

ａｘ    

〇対数 

     〇指数  

     〇真数 

    〇底 

 

 

残念でした。どこかが違って

います 

 

 

 

大変よくできました。この調

子で頑張りましょう。(^^)／
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図 7 対 数 変 形 問 題              図 ８  対 数 の 変 形 説 明  

 

 

 

 

 

 

 

   

   図 7 の よ う な 問 題 群 が ５ 題 あ っ た 場 合 、 １ 回 目 の セ ッ シ ョ ン 通 過 率 は 、 学 習 計 画 と し て ８ 割

と か 、 ６ 割 と か を 事 前 に 決 め て お く 。  

※ 時 間 切 れ で 途 中 終 了 の 場 合 の 指 導 パ タ ー ン な ど は 、 今 後 の 課 題 で あ る 。  

 

(ｳ) 学 習 モ デ ル ３ （ ヒ ン ト 表 示 の 例 ）  

     図 ９ は 、ヒ ン ト 提 示 画 面 で あ る 。２ 回 目 の セ ッ シ ョ ン で 、生 徒 が 間 違 い に 気 づ き 自 ら 訂 正

で き る 機 会 を 設 け る た め に 間 違 え た ら「 よ ー く 考 え よ 」と い う ヒ ン ト を 出 し 、も う 一 度 解 答

を 選 択 で き る 機 会 を 設 け る 。こ こ で 、不 正 解 で あ っ て も 次 の 問 題 に 移 り 、学 習 は 進 め る よ う

に す る 。  

図 ９  ヒ ン ト 画 面  

 

 

 

 

 

ヒ ン ト は 、学 習 の 助 け に な る 。適 切 な ヒ ン ト の 出 し 方 は 、学 習 を 進 め る 上 で 重 要 な 役 割 を 果

た す 。 学 習 の 「 キ ー ワ ー ド 」 を 示 し た り 、「 解 き 方 の 一 部 」 を 示 し た り と 、 色 々 な ヒ ン ト を 、

学 習 教 材 に 応 じ て で き る 限 り 適 切 に 加 え る 予 定 で あ る 。  

(ｴ) 学 習 履 歴 の 活 用 の 例  

     ｅ ラ ー ニ ン グ は 、学 習 者 の 履 歴 を 記 録 で き る 。こ の 履 歴 を 元 に 、生 徒 の 弱 点 を 分 析 し 、個

別 指 導 の 助 け と し た い 。  

     表 に ま と め て 、生 徒 の 弱 点 が 明 確 に 分 か る よ う に で き れ ば 、診 断 資 料 に で き る は ず で あ る 。

表 1 は 、 診 断 の た め の 表 の 例 で あ る 。 表 の 列 の 項 に 、 問 題 の 要 素 を あ ら か じ め 用 意 し て お

く 。表 の １ 番 左 の 列 に は 問 題 番 号 、２ 番 目 の 列 に は １ 回 目 の セ ッ シ ョ ン の 正 解 率 が 入 る よ う

に す る 。生 徒 の 学 習 が 終 了 し た ら 、学 習 履 歴 を 表 に 入 れ 、ソ ー テ ィ ン グ し た も の を 見 て 、教

師 が 診 断 を す る よ う に す る 。こ の 表 で は 、既 に ソ ー テ ィ ン グ が 終 わ っ て い る 。評 価 の 単 位 を

問 題 単 位 で 行 う か 、問 題 群 単 位 で 行 う か は 、今 後 の 課 題 で あ る 。ソ ー テ ィ ン グ し て 見 や す く

す る ア イ デ ィ ア は 、 佐 藤 の Ｓ Ｐ 表 の も の で あ る 。  

 

 

 

問9 次の等式を logaM＝ｐ 

の形に表しなさい。 

９＝３２    

○log３９＝２ 

〇log２９＝３ 

〇log９２＝３ 

〇log３２＝９ 

 

 

９＝３２は、log３９＝２ 

となる。 

 

 

 

 

よーく考えよ 
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表 1 診 断 の た め の 表 の 想 定 例   

 正答率 指数計算 移項 両辺を割る 0×ｘ 

問３ ３０ ○   ○ 

問２ ４５ ○   ○ 

問１ ５０   ○  

問６ ８０   ○  

問５ ９０  ○ ○  

問４ ９５  ○   

※ 佐 藤 の SP 表：Ｓ Ｐ 表 と は 生 徒 の 学 習 状 況 を 見 や す く 並 べ 替 え る ア イ デ ア で す 。佐 藤 氏 は 、こ の Ｓ

Ｐ 表 の 開 発 者 で す 。  

 

テーマ(２) 教科「情報」においてｅラーニングの活用を探る 

１  概 要  

   社 会 の 情 報 化 に 伴 い 、学 校 に も 多 く の 情 報 機 器 が 導 入 さ れ 、そ の 機 器 を 活 用 し た 教 育 の 実 践 が

教 員 に 求 め ら れ る よ う に な っ た 。し か し 、実 際 の 活 用 は 一 部 の 教 員 に 限 ら れ 、十 分 に 情 報 機 器 が

活 か さ れ て い る と は 言 い が た い 。 こ の 状 況 を 解 決 す る た め に 、 情 報 機 器 の 活 用 の 方 法 を 開 発 し 、

情 報 教 育 の 研 究 を 進 め て い く こ と に し た 。  

 

２  目 的  

   情 報 機 器 を 活 用 す る 際 に は 、専 門 知 識 や 操 作 の コ ツ が 必 要 に な る 場 合 が 多 い 。こ れ は 、情 報 機

器 を 扱 う こ と を 苦 手 と し て い る 教 員 に と っ て は 、苦 痛 で し か な い 。必 要 な の は 、情 報 機 器 の 専 門

的 な 知 識 を 意 識 せ ず に 、教 材 を 作 成 し 、教 育 の 実 践 に 生 か せ る こ と で あ る 。教 科 の 指 導 実 践 の 蓄

積 は 各 教 員 が 行 っ て お り 、そ れ を ｅ ラ ー ニ ン グ の コ ン テ ン ツ と し て ま と め 、教 科 指 導 で 生 か す こ

と が で き れ ば 、 よ り 生 徒 の 実 態 に あ っ た 指 導 が で き る と 考 え 、 今 回 の 課 題 を 設 定 し た 。  

   そ し て 、コ ン テ ン ツ の 蓄 積 の た め に 必 要 な テ ン プ レ ー ト の 在 り 方 を 検 証 す る こ と を 今 回 の 目 的

と し た 。  

 

３  内 容 (環 境 ・ 条 件 ・ 対 象 や 時 間 ・ 日 程 、 検 証 の 過 程 ) 

   ｅ ラ ー ニ ン グ の コ ン テ ン ツ を 作 成 す る 際 に 必 要 な テ ン プ レ ー ト の 設 計 を 行 い 、そ の 有 効 性 を 検

証 す る 。テ ン プ レ ー ト の 作 成 に お い て は 、情 報 機 器 の 活 用 が 苦 手 な 教 員 も 教 材 を 作 成 し や す い よ

う に 考 慮 す る 。  

   コ ン テ ン ツ を 作 成 す る ソ フ ト と し て 、富 士 通 の「 INTERNET NAVIGWARE V8.0」の 中 の 、

教 材 作 成 キ ッ ト を 使 用 す る 。本 ソ フ ト の 教 材 作 成 キ ッ ト は 、本 来 は Internet Navigware Server

上 で 動 作 す る 教 材 を 作 成 す る た め に あ る が 、コ ン テ ン ツ を HTML 形 式 で 作 り 出 す た め 、Internet 

Navigware Server 以 外 の server や ク ラ イ ア ン ト で 動 作 さ せ る こ と が で き る 。  

   ま た 、こ の 教 材 作 成 キ ッ ト は ス ケ ル ト ン と 呼 ぶ「 ひ な 形 」か ら 教 材 を 作 成 す る こ と が で き る た

め 、 そ の 機 能 を 利 用 し 、 教 材 の 構 成 を 決 め て い っ た 。  

メ イ ン と な る コ ン テ ン ツ は 、 こ の ひ な 形 の な か に 、 今 ま で Word や Excel、 power point な

ど で 作 成 し た 教 材 を 必 要 に 応 じ て PDF 形 式 や HTML 形 式 に 変 換 し 、微 調 整 を す る こ と で 作 成 を
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し て い っ た 。  

４  成 果 と 課 題  

   スケルトンの機能を使用することで、教材の構成を簡単に作ることができるため、授業の流れ

を想定しながら、ｅラーニングの教材を作成することができた。この機能は、簡単なマニュアル

があれば、流れに沿って操作をすることができる。 

そのため、コンテンツ作成のもととなるテンプレートも、情報機器に詳しい教員が作り出す

ことができた。 

   授業で情報機器を活用した授業を行っていない場合は、新たにｅラーニングのコンテンツを作

ることになり、その手間をかけてまで、効果を挙げることができるのかどうかを確認しなければ

ならない。  

   情 報 教 育 を 推 進 す る 立 場 と し て は 、ど の よ う な 場 面 で ｅ ラ ー ニ ン グ の コ ン テ ン ツ を 効 果 的 に 利

用 す る こ と が で き る か を 自 ら 実 践 し て 、利 用 の 促 進 を 投 げ か け る こ と で 、他 の 教 員 に 情 報 機 器 を

活 用 す る き っ か け づ く り を す る こ と が 必 要 で あ る と 感 じ た 。  

 

５  今 後 の 研 究 に 向 け て  

   学 校 に お け る ｅ ラ ー ニ ン グ の 実 践 事 例 は ま だ 少 な い が 、 こ れ は 情 報 機 器 の 整 備 が 済 ん だ 後 に 、

事 例 が 蓄 積 さ れ て い く よ う に な る だ ろ う 。今 回 の 課 題 で は 、教 材 の 作 成 に 的 を 絞 っ て お り 、ｅ ラ

ー ニ ン グ の 評 価 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 機 能 に つ い て は 触 れ な か っ た が 、コ ン テ ン ツ の 蓄 積 が 行

わ れ 、実 践 が 進 ん だ 後 に 、こ れ ら の 機 能 の 有 効 性 に つ い て も 、検 証 が 必 要 だ と 考 え ら れ る 。今 後

ｅ ラ ー ニ ン グ の 実 践 が 多 く な り 、教 科 指 導 に 有 効 で あ る こ と が 理 解 さ れ て い く と 、情 報 機 器 の 操

作 を 苦 手 と す る 教 員 も 、情 報 機 器 の 使 っ た 教 科 指 導 に 関 心 を 示 し て く れ る で あ ろ う 。ま ず は 、彩

の 国 情 報 教 育 推 進 マ イ ス タ ー の よ う に 情 報 化 を 推 進 す る 立 場 の 者 が 、実 践 を し や す い 環 境 を 整 備

し 、そ し て 自 ら が 実 践 し 、多 様 な 指 導 の 方 法 を 提 示 す る こ と で 、情 報 化 の 必 要 性 の 機 運 を 高 め て

い く こ と が 必 要 で あ る 。  

 

６  今 後 の 課 題  

  今 年 の e ラ ー ニ ン グ 研 究 の 進 捗 状 況 は 、 大 変 大 き か っ た と い え る 。 ｅ ラ ー ニ ン グ の 実 践 と 研 究

を 小 学 校 や 高 校 で 実 際 に 始 め る こ と が で き 、具 体 的 な デ ー タ も 取 れ て い る 。し か し 、内 容 と し て 全

て が 明 ら か に な っ た わ け で は な く 、 端 緒 と し て の 研 究 が 始 ま っ た だ け で あ る 。  

  来 年 は 、今 年 の こ う し た 成 果 を 生 か し 、研 究 の 厚 み と 深 み を 模 索 し た い 。ま た 、現 場 の ニ ー ズ が

幅 広 い こ と を 考 え る と 、 応 用 で き る 範 囲 を 広 げ て い く こ と も 大 き な 課 題 で あ る と 言 え る 。  
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４ 成果と課題  

成果： 

・授業の流れを想定しながら、教材を作ることで別な面からの教材研究ができた。 

 ・遠隔地でも遜色なく学習できるということがわかった。今後の実践につながると思う。

 課題： 

・学習のやり直しができない。（受講完了と表示されてしまう。） 

・ログイン時に、まだ、時間がかかる。 

・できるだけ簡単に教材を作れるように協働を進めていく必要がある。 

 ・情報機器の整備を欠くことができない。できるだけ早い、整備が必要となる。 
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４章 コンテンツデータベースを活用したわかる授業の展開 

 

１ はじめに 

   楽しくわかる授業、生徒が興味関心を持って主体的に取り組む授業を目指してどの

教員も授業を行っている。しかし、多忙な校務の中、毎時間の教材研究に取り組み、

授業を実施していくことはかなり厳しい。このような状況の中、Ｗｅｂ上に存在して

いる様々なコンテンツを活用して授業を行っていくことは、「わかる授業」の実現にか

なり有効な手段であると考える。しかし、どこにどんなコンテンツがあり、またどの

コンテンツが使い易いのか、また、授業にどの程度有効であるのかは不明な点が多い。

そこで、現在のようにネットワーク機能が整備され、総合教育センターや様々な教育

機関等に蓄積されているコンテンツが使いやすければ、もっと普段の授業に活用でき

るのではないかと考えた。 

 

２ 研究の目的・趣旨 

   ここでは、総合教育センターのコンテンツをはじめとして「ＩＰＡ」・「ＮＩＣＥＲ」

等のコンテンツを活用することで一時間の授業過程を変え、今まで以上に生徒にわか

る授業を仕組んでいくことができると考え、実践に取り組むこととした。 

以前の「１６ｍｍフィルム」や「スライド資料」と比較すれば、各学校にコンピュ

ータがこれだけ導入された現在、もっと幅広い授業実践が行われてもよいはずである。

しかし、実際には、黒板とチョーク中心の授業が多いのが現実ではないだろうか。 

   どの授業においても、「百聞は一見に如かず」の面があるといえよう。実物を見、実

体験できればそれにこしたことはない。しかし、「理科や社会科」では、単元や地域環

境、時期等により直接体験ができないことも多い。前述のように、それを補完するも

のとして、「１６ｍｍフィルム」や「スライド」が盛んに使用された。やがて、ビデオ

教材が出され、そして、シミュレーションソフトの活用へと進んできた。もちろんこ

れらの教材も授業に幅を持たせ，それまでになかった授業実践を生み出したことはい

うまでもない。 

   しかし、これらの教材も、準備の手間や資料の最新性、予算的な制約、コンピュー

タをはじめとする新情報機器の導入という点から活用が進まなかったといえる。 

もう少し手軽に最新の資料が使えれば、今まで以上に興味関心を持たせた「わかる

授業」の実践ができるはずであると考えた。それには、様々なコンテンツを多くの教

員に活用してもらうために、具体的な実践例と共に、その活用の効果を広く普及して

いくことが必要である。そして、有効なコンテンツの活用例や新しいコンテンツが総

合教育センターのシステムを介して共有できるようにしたい。 

   「最新の情報を含んだコンテンツ」は、今後も多くなるであろうと考えられる。そ

れをどのように普段の授業の中に取り入れることができるのか研究することは、「わ

かる授業」を実現するためにも、教育の情報化を進める上でも有効であると考えた。 

 

３ コンテンツデータベースを活用した研究への取組 

   コンテンツを活用する際に、以下の方法で取り組んでみた。 
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   まず、一斉授業等の中で提示する方法である。普通教室からＷｅｂページ上のコン

テンツが利用できる環境にあれば手軽である。これは、教員側の指導法の改善に役立

つものであり、授業力の向上につながると考える。しかし、埼玉県における普通教室

ＬＡＮの普及は全国でも下位のほうである。また、生徒側からすれば、どうしても受

身な学習になりがちである。ＣＤ－ＲＯＭやハードディスクに落として活用する方法

もあるが、手軽さという面では、不十分である。 

   次に、「コンテンツリンク集」を活用した方法である。一度に多数の生徒がアクセス

することになり、コンピュータ教室使用を前提としている。多くの生徒が関わること

で目が届きにくいという面やどこにアクセスしているのか掴みにくいといった面もあ

るが、自主的な学習を仕組むことは可能である。時間短縮のためには、事前に「リン

ク集」を作っておくことなども必要となる。 

   以下、事例を２つ挙げてみることとする。 

 

活用事例１ 入間市立豊岡中学校 

コンテンツデータベースを活用した天体（金星の見え方）の学習指導 

１  概 要  

    理 科 に お い て は 学 習 指 導 要 領 の 目 標 に「 目 的 意 識 を も っ て 観 察 ，実 験 な ど を 行 い・・・」と あ

る よ う に 、 直 接 体 験 を 通 し て 科 学 的 な も の の 見 方 や 考 え 方 を 養 う こ と を 重 視 し て い る 。 し か し 、

実 際 の 指 導 場 面 で は 時 間 的・空 間 的 な 制 約 か ら 実 物 を 観 察 す る こ と が 困 難 な 単 元 も あ っ た 。ま た 、

導 入 段 階 で の 興 味・関 心 を 高 め 、観 察・実 験 の 結 果 や 考 察 を ま と め る 段 階 で 効 果 的 に 視 聴 覚 教 材

を 利 用 す る こ と も あ っ た 。今 回 の 授 業 に お い て は 、太 陽 や 恒 星 の 日 周 運 動 に つ い て は 学 校 や 家 庭

で 観 察 を 行 っ た が 、惑 星 に つ い て は 時 期 の 問 題 等 で 観 察 を 行 う こ と が で き な い 状 況 で あ っ た 。そ

こ で 、模 型 を 使 っ た モ デ ル 実 験 を 行 い 、コ ン テ ン ツ デ ー タ ベ ー ス を 活 用 し て 視 聴 覚 教 材 を 収 集 し 、

導 入 や ま と め の 段 階 で 利 用 す る こ と に し た 。  

 

２  目 的  

    コ ン テ ン ツ デ ー タ ベ ー ス を 利 用 す る こ と に よ っ て 、効 率 よ く 教 材 を 収 集 し 効 果 的 な 指 導 が 実 施

で き る こ と を 実 証 す る 。  

３  実 践 内 容  

(1) 題 材 名  「 金 星 の 見 え 方 と 運 動 」  

(2) 単 元 の 目 的  小 単 元 名  惑 星 は ど の よ う な 天 体 か （ ２ 時 間 ）   

・ 写 真 や 資 料 か ら 惑 星 の よ う す を 知 り 、 特 徴 を と ら え ら れ る よ う に す る 。  

（ 関 心 、 意 欲 、 態 度 ）  

・ 金 星 の 位 置 や 満 ち 欠 け を 記 録 で き る 。（ 技 能 、 表 現 ）  

・ 金 星 の 見 え 方 に つ い て ， 地 球 や 金 星 の 公 転 運 動 と 関 連 づ け て 考 え る こ と が で き る 。  

（ 科 学 的 な 思 考 ）  

・ 内 惑 星 、 外 惑 星 な ど の 太 陽 系 の 構 造 に つ い て 理 解 す る 。（ 知 識 、 理 解 ）  

(3) 研 究 と の 関 連  

ア  授 業 設 計 段 階 に お け る コ ン テ ン ツ デ ー タ ベ ー ス の 利 用  
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     こ の 単 元 の 学 習 に 先 立 ち 、視 聴 覚 教    

材 と し て イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の コ ン テ    

ン ツ を 利 用 し た 事 例 が あ る か ど う か  

調 べ て み た 。方 法 と し て 、総 合 教 育 セ  

ン タ ー の 教 育 情 報 コ ン テ ン ツ デ ー タ    

ベ ー ス を 利 用 し 、「 金 星 」 と い う キ ー  

ワ ー ド で 検 索 を か け る と 「 IT 活 用 事  

例 」 と し て 指 導 案 が ２ 件 ヒ ッ ト し た 。 

そ こ で 、こ の ２ つ の 指 導 案 を 参 考 に し  

て 授 業 の 展 開 を 作 成 し た 。  

 

イ  視 聴 覚 教 材 の 収 集  

検 索 し た 指 導 案 に 紹 介 さ れ た IPA 教  

育 デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ を 利 用 し 、 導 入  

時 に 利 用 す る 金 星 の 画 像 デ ー タ や 満 ち  

欠 け の よ う す を 描 い た ア ニ メ ー シ ョ ン   

を 検 索 す る 。  

ま た 、指 導 案 の 活 用 事 例 を 参 考 に「 理  

科 ね っ と わ ー く 」 に ア ク セ ス し （ 利 用  

者 登 録 が 必 要 ） モ デ ル 実 験 の ま と め の  

段 階 で 利 用 す る 、 金 星 の 満 ち 欠 け の シ  

ミ ュ レ ー シ ョ ン を 検 索 す る 。  

    ウ  今 回 利 用 す る コ ン テ ン ツ  

     ・ IPA「 教 育 用 画 像 素 材 集 」     ・「 理 科 ね っ と わ ー く 」  科 学 技 術 振 興 事 業 団  

http://www2.edu.ipa.go.jp/gz     http://www.rikanet. jst .go. jp 

   (4) 授 業 の よ う す  

     本 校 の 理 科 室 に は 校 内 LAN が 構 築 さ れ て い  

る も の の セ キ ュ リ テ ィ ー 上 の 問 題 か ら ま だ 利 用  

で き ず 、 今 回 は 事 前 に コ ン テ ン ツ を ダ ウ ン ロ ー  

ド し て 利 用 し た 。 事 前 の 準 備 は 必 要 だ が 、 イ ン  

タ ー ネ ッ ト の ト ラ ブ ル な ど 考 え れ ば 、 こ の 方 が  

安 心 し て 授 業 に 望 む こ と が で き る と 思 わ れ る 。  

ま た 、 資 料 の 提 示 に は 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ ー を    

利 用 し 、 ス ク リ ー ン に は OHP 用 の ス ク リ ー ン を そ の ま ま 利 用 し た 。  
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シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ソ フ ト で モ デ ル 実 験 を 検 証 す る     満 ち 欠 け の よ う す の 説 明 を 聞 く  

     

(5) 生 徒 の 感 想 と し て  

・ 金 星 は キ ラ キ ラ し て い て き れ い な 星 だ と 思 っ    

て い た が 、 表 面 が ご つ ご つ し て い て 驚 い た 。  

・ 模 型 を 使 っ た 観 察 の 答 え あ わ せ が 、 わ か り や  

す か っ た 。  

・ ア ニ メ ー シ ョ ン 部 分 を ノ ー ト に ま と め る の が  

大 変 だ っ た 。  

 

 

ノ ー ト ま と め の 例  

(6) 実 践 の ま と め  

      生 徒 の 感 想 は 、画 像 が き れ い で 、わ か り や す か っ た と い う も の が 多 く 、金 星 の 表 面 の 様 子

は 初 め て み る 生 徒 が 多 か っ た 。（ 教 科 書 に も 写 真 が 掲 載 さ れ て い る の だ が ・ ・ ・ ） 学 校 で 準

備 し て い る ビ デ オ な ど に は 金 星 探 査 機 マ リ ナ ー の デ ー タ し か 登 場 し な い の で 、マ ゼ ラ ン の レ

ー ダ ー 観 測 に よ っ て 作 成 さ れ た 画 像（ 動 画 ）な ど 最 新 の 情 報 が 利 用 で き る な ど 、ネ ッ ト ワ ー

ク を 利 用 し た 場 合 の 有 効 性 が 確 認 で き た 。  

 

 

活用事例２ 深谷市立花園中学校 

Ｗｅｂページ上のコンテンツを活用した「金融のはたらき」の学習指導 

１   概 要  

     現 行 学 習 指 導 要 領 の 必 修 教 科「 社 会 」の 教 科 の 目 標 に は「・・・・公 民 と し て の 基 礎 的 教 養 を

培 い 、・ ・ ・ ・ 国 家 ・ 社 会 の 形 成 者 と し て 必 要 な 公 民 的 資 質 の 基 礎 を 養 う 」 と あ る 。 ま た 、 公 民

的 分 野 の 目 標（ ２ ）に は「 民 主 政 治 の 意 義 、国 民 生 活 の 向 上 と 経 済 活 動 の か か わ り 及 び 現 代 社 会

な ど に つ い て 、個 人 と 社 会 と の か か わ り を 中 心 に 理 解 を 深 め る と と も に 、社 会 の 諸 問 題 に 着 目 さ

せ 、自 ら 考 え よ う と す る 態 度 を 育 て る 」と あ る 。さ ら に 目 標（ ４ ）で は「 現 代 の 社 会 的 事 象 に 対

す る 関 心 を 高 め 、様 々 な 資 料 を 適 切 に 収 集 、選 択 し て 多 面 的・多 角 的 に 考 察 し 、事 実 を 正 確 に と

ら え 、 公 正 に 判 断 す る と と も に 適 切 に 表 現 す る 能 力 と 態 度 を 育 て る 。」 と あ る 。  
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     従 来 の 社 会 指 導 で は 作 業 的・体 験 的 な 学 習 教 材 の 工 夫 や 問 題 解 決 的 な 学 習 の 取 組 が 多 く な さ れ

て き た 。し か し な が ら 情 報 機 器 の 活 用 と い う 面 か ら 見 る と OHP や ビ デ オ の 利 用 と い っ た こ と が

多 く 、デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ を 効 果 的 に 利 用 し た 事 例 は 県 教 委 発 行 の 実 践 事 例 集 な ど に も ほ と ん ど

例 が な い 。  

    そ こ で 、 今 回 は 必 修 教 科 「 社 会 」・ 公 民 的 分 野 の 学 習 の 中 で デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ を 利 用 す る こ

と で 、様 々 な 資 料 を 適 切 に 収 集 選 択 し て 、多 面 的・多 角 的 に 考 察 し 、事 実 を 正 確 に と ら え 、公 正

に 判 断 す る 能 力 を 効 果 的 に 高 め る 取 組 を 行 っ て み た 。  

 

２   目 的  

     必 修 教 科 「 社 会 」・ 公 民 的 分 野 の 学 習 の 中 で デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ を 利 用 す る こ と で 、 様 々 な 資

料 を 適 切 に 収 集 、選 択 し て 多 面 的・多 角 的 に 考 察 し 、事 実 を 正 確 に と ら え 、公 正 に 判 断 す る 能 力

を 効 果 的 に 高 め ら れ る こ と を 実 証 す る 。  

 

３  実 践 内 容  

  （ １ ）  単 元 名   「（ ２ ） 国 民 生 活 と 経 済  ア  私 た ち の 生 活 と 経 済 」  

          小 単 元 名 「 市 場 経 済 と 金 融 」  

   （ ２ ）  単 元 に つ い て     

      ア   単 元 の 目 標  

        (ｱ) 市場経済の基本的な考え方や価格の決まり方・役割，金融の働きのあらましを理解させる。 

        (ｲ) 金融の働きや職業の意義雇用問題などについて関心を持たせ経済活動や社会生活における影響や役割

について考えさせる。 

       イ  単 元 の 評 価 基 準  

        (ｱ) 社会的事象への関心・意欲・態度 

        価格や金融に関する作業や，職業と仕事についての話し合いといった課題学習に関心を持ち、金融の働

きや職業の意義，雇用問題などを自らの問題としてとらえ，意欲的に学習している。 

     (ｲ) 社会的な思考・判断 

        市場経済における価格の決まり方と役割，価格の働きや市場の働きにゆだねられない問題などについて、

多面的・多角的に考察している。 

        職業の意義と役割，雇用と労働条件の改善について，さまざまな立場から多面的・多角的に考え，公正

に判断している。 

     (ｳ) 資料活用の技能・表現 

         市場経済のしくみ、金融の働き、職業の意義と雇用問題などに関する資料を収集し、適切に選択・活用

している。さらに、考察した結果をまとめ、わかりやすく発言や発表を行っている。 

     (ｴ) 社会的事象についての知識・理解 

        身近な事例を通して市場経済の基本的な考え方や価格の決まり方・役割、金融の働き、職業の意義と雇

用問題のあらましを理解し、その知識を身につけている。 

     ウ  単 元 の 計 画    ５ 時 間 計 画  

         市 場 経 済 の 仕 組 み  

         市 場 と 価 格  

         金 融 の 働 き  
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         金 融 の 働 き （ 発 展 的 課 題 ）・ ・ ・ ・ 本 事 例  

         働 く 人 た ち の 生 活 向 上  

   （ ３ ）  研 究 と の 関 連  

      ア  教 材 研 究 に お け る デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ の 利 用  

        (ｱ) 先 行 事 例 の 利 用  

            本 単 元 の 指 導 を 構 想 す る 段 階 で イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の コ ン テ ン ツ を 利 用 し た 事 例 が あ る

か ど う か 調 べ た 。 埼 玉 県 立 教 育 セ ン タ ー の 教 育 情 報 コ ン テ ン ツ デ ー タ で 検 索 し た 結 果 、

日 本 銀 行 と 金 融 庁 の Ｗ ｅ ｂ ペ ー ジ を 利 用 し た 先 行 事 例 が あ る こ と が わ か っ た 。 そ こ で こ

の 事 例 を 利 用 し や す い よ う に 単 元 の 構 成 を 考 え 、 授 業 を 展 開 し た 。  

        (ｲ) 日 本 銀 行 と 金 融 庁 の Ｗ ｅ ｂ ペ ー ジ  

            本 単 元 の 授 業 を 実 践 す る 前 に 教 材 研 究 と し て 日 本 銀 行 と 金 融 庁 の Ｗ ｅ ｂ ペ ー ジ に つ

い て 調 べ て み た 。ど ち ら の Ｗ ｅ ｂ ペ ー ジ も「 金融のはたらき、お金の貸し借り」や「日本銀行の

役割」について項目を設けていた。そこで、ワークシートを問題解決的な学習を展開できるように工夫

して取り組むことにした。 

           

 

 

 

 

 

     

 

 

日 本 銀 行 Ｗ ｅ ｂ ペ ー ジ             金 融 庁 Ｗ ｅ ｂ ペ ー ジ  

http://www.boj.or.jp              http://www.fsa.go.jp 

 

イ  授 業 の 様 子                  

          本 校 は 校 内 LANが 配 線 さ れ 職 員 室 、理 科     

      室 、 図 書 室 、 PC教 室 か ら は 常 時 イ ン タ ー ネ  

      ッ ト に 接 続 で き る 環 境 に な っ て い る 。  

           生 徒 は 、 １ 年 生 よ り こ の 環 境 で 授 業 を 受  

け て お り 必 修 教 科 で は 「 技 術 ・ 家 庭 」「 理 科 」  

択 教 科 で は「 技 術・家 庭 」と「 社 会 」、そ し て  

総 合 的 学 習 で 利 用 し て き て い る 。  

        従 っ て 、 今 回 は 、 生 徒 に キ ー ワ ー ド 検 索 で  

目 的 の Ｗ ｅ ｂ ペ ー ジ を 開 か せ 、 調 べ 学 習 的 に  

授 業 を 展 開 し た 。 授 業 中 、 教 師 は 生 徒 の 画 面  

を 絶 え ず モ ニ タ し 、 適 切 な 指 導 を 加 え る こ と  

に し た 。 ま た 、 教 室 の 配 置 上 ２ 人 で 一 つ の テ  

ー ブ ル を 共 有 し て い る こ と か ら ２ 人 一 組 と し  
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て 教 え 合 う 学 習 的 な 展 開 も 行 っ た 。  

ウ  生 徒 の 反 応  

(ｱ) PCで 調 べ ら れ た の で 分 か り 易 く ま と め ら  

         れ た 。  

(ｲ) 資 料 集 や 教 科 書 よ り 詳 し く の っ て い た の で  

         よ く わ か っ た 。  

(ｳ) 難 し い 用 語 も 用 語 解 説 が あ り 、 理 解 が 深 ま  

っ た 。  

        (ｴ) 自 分 で 調 べ な け れ ば な ら な か っ た の で 大 変  

だ っ た 。  

        (ｵ) ど こ を 見 れ ば 答 え が 見 つ か る の か わ か ら ず  

時 間 が か か っ た わ り に 成 果 が 上 が ら な か っ た 。  

              

生 徒 の 学 習 シ ー ト の 記 入 例  

 

（ ４ ） 今 回 の 実 践 を と お し て  

社 会 科 に お い て デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ を 利 用 し 、 指 導 す る こ と で 大 変 効 果 的 に 授 業 を 展 開

す る こ と が で き た 。 今 回 は 総 合 教 育 セ ン タ ー の カ リ キ ュ ラ ム サ ポ ー ト セ ン タ ー 資 料 情 報 で

授 業 構 想 の ヒ ン ト を 得 た 。 こ の よ う に 先 行 事 例 を 検 索 す る こ と で 授 業 構 想 や 設 計 が 容 易 に

行 え た 。 そ の 一 方 で 、 県 立 総 合 教 育 セ ン タ ー に 保 管 さ れ て い る デ ー タ に も 偏 り が あ り 、 ど

の 教 科 や ど の 単 元 で も 利 用 で き る わ け で は な か っ た 。 今 後 、 デ ー タ 収 集 を 一 層 充 実 さ せ 、

実 践 事 例 を 積 み 重 ね る こ と で 、 さ ら に 利 用 し や す い デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ の そ ろ っ た カ リ キ

ュ ラ ム サ ポ ー ト セ ン タ ー に な っ て ほ し い 。  

 

４ 成果と課題 

成果： 

 ・Ｗｅｂページ上にある最新のデータを使うことで、生徒は興味関心を今ま

で以上に高めたまま授業に望むことができた。 

課題： 

・手軽に使えるだけの環境整備がなされているかが、活用を進める大きな条

件となってしまう。そのため、市町村や学校による格差をどのように解消

していくのか考えていかねばならない。 

・校内ＬＡＮの整備が進み、どの教室からでも総合教育センターのコンテン

ツデータベースにアクセスができるようになれば、授業へのコンテンツ活

用はさらに広まる。 

・総合教育センターの新システムを通して情報の共有化が図られれば、忙し

い中での教材研究がより効率的になる。 

 

 

 



５章 メディアリテラシー教育について 

 

１ はじめに 

   リビングの一番良い場所におかれ、いつも家族全員から見つめられている。大人か

ら子どもまで多くの支持率を持ち、常に頼りにされている存在であり、もはや生活の

一部として切っても切り離せない存在、それが「テレビ」である。かつては高価でな

かなか手に入らなかったものだが、今では一家に一台どころか一人一台に及ぶ普及率、

車の中や携帯電話でも見ることが可能になり、さらにケーブルテレビや衛星放送など

によるチャンネル数の激増、２００５年からは地上波のデジタル放送がスタートし、

欲しい情報を手軽に得ることが可能となった。また、テレビだけではなく携帯電話や

デジタルカメラ、インターネットなどのメディアは今ではすっかり暮らしの中に定着

している。これらのメディアによって私たちの暮らしは支えられている。もし、これ

らのメディアすべてを失ったら、果たして私たちの生活は成り立つのであろうか？ 

   私たちは今、これらのメディアを自分の道具として、仕事を効率化し、生活を豊か

にするために使っている。教育現場においても、授業にメディアを積極的に利用する

ことで学習効果をあげ、児童生徒の学習意欲の向上に大きな役割を果たしている。実

際、子どもたちもインターネットやデジタルカメラなどを自在に操作し、多くの情報

を受信、発信することが可能となった。 

   その一方、インターネットや携帯電話を悪用した犯罪や事件も後を絶たない。生活

を豊かにするために使うことができるメディアは、犯罪のためにも利用できるという

ことである。このことはメディアの操作の能力のほかに「さらに重要なもの」がある

ことを示唆している。 

 

２ 研究の目的・趣旨 

   現在の学校教育ではメディアリテラシーの重要性はもとより、メディアリテラシー

とはどんなものなのかという事も明確に表現できる教員ばかりいるわけではない。そ

のために、どのようにしたらメディアリテラシー教育の普及・啓発、その推進ができ

るかを探る研究の必要があると考えた。 

そこで、以下のような課題を設定し、これらを解決することを目的としてこの研究

を行うこととした。 

・メディアリテラシーについての先行研究をもとにメディアと情報社会の関係を明

らかにする。 

・現在の学校教育にどのようにメディア教育を取り入れていったらよいのかを授業

実践を通して明らかにする。 

 

３ メディアリテラシー育成の取組 

 (1) メディアリテラシーという用語については、様々に表現されるが、概ね「情報を適

切に選択し、活用する能力」と捉えることが出来るだろう。 

    従来は電話や手紙などのパーソナル（コミュニケーション）メディア、新聞やテ

レビ・ラジオを初めとするマスメディアといった伝統的なメディアの利用方法を知
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っていれば事足りたが、現在では、急激な技術の進歩によりインターネットや携帯

電話などの新しい形態のメディアが台頭しており、こうした新しいメディアの利用

にまつわるトラブルや混乱も頻発するようになっている。このため、各メディアの

本質を理解し、適切に利用する能力であるメディアリテラシーの重要性は高まって

いる。 

(2) メディアと情報社会 

    ＮＨＫが２００５年３月に行った調査「日本人とテレビ ２００５」によると、

テレビ視聴時間は１９８５年から増加傾向にあり４時間以上見る人は増えている。

（１９８５年３２％→２００５年３６％）また、テレビは９０％以上の人が毎日見

ており、１９８５年からその位置づけは変わっていない。さらに２００１年にＮＨ

Ｋが行った「デジタル情報化社会における青少年とメディア」調査によれば小中学

生の９１％が友だちと話す内容で最も多い話題は「テレビのこと」と答えている。

このようにテレビはマスメディアの代表格だが、近年の情報化の特徴はむしろパー

ソナルメディアの普及が大きい。２００５年１０月、携帯電話の契約数が８９００

万件を突破した。（社団法人電気通信事業者協会調べ）さらに携帯インターネット

契約数（携帯電話事業者によるｉモード・ＥＺｗｅｂ・ボーダフォンライブ！）は

７５００万件を上回る。携帯電話のインターネット対応比率は世界的にも非常に高

く、日本は９４．１％、ついで韓国の８９％、アメリカの３３．５％となっている。 

    情報手段の変化も著しい。パソコンの世帯保有率は２００２年末で７１．７％（出

典 総務省情報通信白書）ＦＡＸが５０．８％となっている。日本でインターネッ

トを使っている人は２００４年末で７９００万人実に人口の６２．３％にあたり、

７年前の１９９７年と比べて約７倍にも増加している。情報手段の変化を２年前と

比較してみると、手紙やはがきが著しく減少しているのに対し、コンピュータの電

子メール、携帯電話の電子メールが大きく増加している。（出典 総務省情報通信

白書２００５）数年前までは、人との待ち合わせは場所と時間をきちんと決めてい

た。しかし現在では大まかに決めておけば、細かいことは当日、現地で携帯電話を

使用して連絡を取るという手段に変わった。また、買い物はどうであろうか。イン

ターネットで調べてから本屋に行く。道路の渋滞情報を聞きながら目的地を目指す。

これらのパーソナルメディアは我々のライフスタイルや生活習慣を一変し我々の

暮らしを支えるものの一つとなった。 

 

４ メディアリテラシーの育成の実践 

実践例 川口市立木曽呂小学校  

高 度 情 報 化 社 会 の 到 来 に よ り 、誰 も が 多 量 の 情 報 の 中 か ら 必 要 な 情 報 を 収 集 し た り 、自 由 に 情 報 を

送 受 信 で き る よ う に な り 、日 常 生 活 に も 大 き な 変 化 を も た ら し て い る 。様 々 な メ デ ィ ア を 通 じ た 情 報

の 送 受 信 は 、適 切 に 利 用 す る と 大 変 便 利 で 有 意 義 な も の に な る が 、反 面 、扱 い 方 を 間 違 え る と ト ラ ブ

ル や 犯 罪 の 危 険 性 を も つ も の に 変 化 し て し ま う 。今 日 児 童 を と り ま く 情 報 社 会 の 現 状 を み る と 、新 し

い 技 術 を 駆 使 し た 多 量 の 情 報 が メ デ ィ ア を 介 し て 流 さ れ 、児 童 の メ デ ィ ア と の 関 わ り 方 が 決 し て 良 い

方 向 に 向 か っ て い な い の で は な い か と 思 わ れ る 。学 校 教 育 の 場 で 、こ の メ デ ィ ア と の 関 わ り 方 、つ ま

り 、メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー 教 育 を 適 切 に 行 う た め の 研 究 を 行 う こ と が こ れ か ら の 教 育 に は 必 要 で あ る と
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考 え た 。  

 

１  研 究 概 要  

メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー 育 成 の 指 導 実 践 に あ た り 、 メ デ ィ ア の 中 で も 特 に 児 童 が 接 し て い る で あ ろ

う テ レ ビ 映 像 を 製 作 と い う 立 場 か ら 学 び 、 映 像 と の よ り 良 い か か わ り 方 を 身 に つ け る こ と が で き

れ ば 、能 動 的 に 正 し く メ デ ィ ア と か か わ る 態 度 が 育 つ の で は な い か と い う こ と を 仮 説 と し て た て 、

児 童 の 学 習 実 践 を 検 証 し て い く  

 

２  研 究 方 法  

   児 童 は 毎 日 た く さ ん の 情 報 を 意 識 す る こ と な く 得 て い る 。そ の 情 報 源 と な る も の は 、イ ン タ ー ネ

ッ ト や 本 な ど 様 々 で あ る が 、 テ レ ビ 映 像 か ら の 情 報 は 影 響 が 大 き い 。  

川 口 市 で は 、 小 学 校 ５ 年 生 を 対 象 に 、 映 像 製 作 学 習 の プ ロ グ ラ ム を 実 施 し て い る 。 こ の 学 習 プ

ロ グ ラ ム を 、 メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー 育 成 と い う 観 点 か ら 研 究 し 、 そ の 効 果 を 検 証 す る 。  

そ こ で 、 現 在 行 わ れ て い る 映 像 製 作 学 習 （ ５ 年 生 ） の 学 習 展 開 を 研 究 ・ 分 析 し 、 各 段 階 に お け

る 児 童 の ポ ー ト フ ォ リ オ の 分 析 を す る 。  

 

３  研 究 内 容  

 （ １ ） 学 習 過 程 を 分 析 し 児 童 が 身 に つ け る こ と が で き る で あ ろ う 力 を ピ ッ ク ア ッ プ す る 。  

ビ デ オ ニ ュ ー ス を つ く ろ う  学 習 過 程   

学 習 過 程  学 習 内 容  作 成 物 等  

① 企 画  身 の 回 り か ら 伝 え た い こ と を 探 す 企 画 書  

② 役 割 分 担  仕 事 の 分 担 を し 、 協 力 体 制 を 作 る  

③ 取 材 準 備  リ サ ー チ ・ ロ ケ ハ ン ・ 取 材 表 作 成 取 材 表 (絵 コ ン テ ) 

④ ビ デ オ 取 材  取 材 表 に そ っ て 撮 影 を す る  撮 影 カ ッ ト 記 録 表  

⑤ 情 報 の 整 理  撮 影 し た 情 報 の 取 捨 選 択 を す る 。 編 集 表  構 成 台 本  

⑥ ス タ ジ オ 収 録  進 行 台 本 に そ っ て ス タ ジ オ 収 録   

⑦ 発 表  ビ デ オ ニ ュ ー ス を 視 聴 す る   

  児 童 を 4 グ ル ー プ に 分 け 、 そ れ ぞ れ が 5 分 程 度 の ニ ュ ー ス を  

製 作 す る 。 個 人 で 企 画 し た 物 を も と に 、 グ ル ー プ で 話 し 合 い 、 グ  

ル ー プ の 企 画 に し 、 絵 コ ン テ を 作 成 す る 。 ビ デ オ 取 材 は 、 各 グ ル  

ー プ に イ ン ス ト ラ ク タ ー が つ い て 、 学 習 の 支 援 を し て い る 。 レ ポ  

ー タ ー 、 カ メ ラ 、 デ ィ レ ク タ ー な ど そ れ ぞ れ の 役 割 ご と に 仕 事 が  

あ り 、 チ ー ム ワ ー ク よ く 進 め る こ と が 必 要 で あ る 。 撮 影 し た ニ ュ  

ー ス ソ ー ス は 、 情 報 の 整 理 の 段 階 で 、 付 け 足 し や 、 カ ッ ト を す る  

部 分 を 話 し 合 い 、 伝 え た い こ と が 焦 点 化 さ れ る よ う に 話 し 合 い を  

進 め 、 編 集 作 業 を 行 っ て い る 。 ス タ ジ オ 収 録 は 、 川 口 市 内 の ス  

キ ッ プ シ テ ィ に あ る ス タ ジ オ で 、 テ レ ビ 局 で 使 わ れ て い る 機 材 と  

同 じ 物 を 使 っ て 一 つ の ニ ュ ー ス 番 組 と し て ま と め 上 げ る 。  

 （ ２ ） 児 童 の ポ ー ト フ ォ リ オ を 分 析 す る 。  
 

活動の様子 
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  調 査 児 童  5 年 生 2 ク ラ ス （ 男 子 34 名  女 子 33 名  計 67 名 ）  

○ 企 画  

    企 画 内 容 を 考 え る 際 に 、 伝 え る 内 容 を 学 校 に 限 定 し 、「 誰 に 」「 何 を 」「 ど の よ う に 」 伝 え る か

を 考 え さ せ て い る が 、適 切 に 記 述 で き て い る の が 全 体 の ３ ７ ％ に す ぎ ず 、課 題 設 定 の 力 が 弱 い こ

と が う か が え た 。ま た 、誰 に 伝 え た い か を 考 え さ せ た 時 、同 じ 学 校 の 1．2 年 生 、ま た は 、入 学

前 の 幼 稚 園 児 と い う 考 え 方 が み ら れ た が 、ほ と ん ど は 、学 校 に い る 児 童 全 体 に 向 け て と い う 考 え

方 だ っ た 。  

  ○ 取 材 準 備  

グ ル ー プ で の 話 し 合 い は 、企 画 以 上 に 苦 労 し た よ う だ っ た 。ま た 、本 当 に う ま く い く か 不 安 、

思 い つ か な い と い う 感 想 の ほ か 、意 見 が 出 す ぎ て ま と ま ら な い と い う こ と も あ っ た よ う だ っ た 。

逆 に 、 ニ ュ ー ス は 一 人 で も か け た ら い け な い と い う こ と に 気 づ い た り 、 撮 影 に 際 し て 様 々 な 依

頼 を ど う し よ う か と い っ た 、先 の 見 通 し を す で に も て る 児 童 も お り 、格 差 が 大 き い 活 動 だ っ た 。  

   ニ ュ ー ス テ ー マ 例  

マ ニ ュ ア ル ビ デ オ 型  ・ 地 震 や 火 事 が 起 こ っ た ら  

問 題 提 起 型      ・ あ ぶ な い か ら や め よ う ね  ・ ゴ ミ を な く そ う  ・ 図 書 室 の 使 い 方

紹 介 型        ・ 給 食 室 で 働 く 人  ・ 新 し い 教 室   ・ 学 童 っ て ど ん な と こ ろ  

○ ビ デ オ 取 材 ～ 情 報 の 整 理  

    自 分 の 役 割 に 対 す る 責 任 感 が 大 き く 働 い て い る 。し た が っ て 、チ ー ム を 組 ん で の 共 同 学 習 と い

う 観 点 か ら の 学 習 指 導 が 十 分 行 え る と 考 え ら れ る 。何 度 も 撮 り 直 し を す る 中 で 、絵 コ ン テ に し た

も の の 全 体 像 が 見 え て き た よ う だ っ た 。特 に カ メ ラ マ ン の 役 割 に な っ た 児 童 は 、映 像 を 作 る 演 出

や 、よ り 見 て い る 側 に 伝 わ る よ う に 画 面 構 成 を す る 方 法 へ の 意 識 が 強 く な っ て い た 。た だ し 、そ

れ ぞ れ の 役 割 に よ っ て 仕 事 内 容 が 全 く 異 な る た め 、身 に つ け ら れ る 力 に も 違 い や 差 が で き て し ま

う こ と は 否 め な い 。  

○ ス タ ジ オ 収 録  

    ビ デ オ 取 材 同 様 、役 割 に よ っ て 格 差 が あ る 。し か も 、ビ デ オ 取 材 の と き の よ う に 一 つ の ニ ュ ー

ス ソ ー ス を グ ル ー プ で 話 し 合 い な が ら 進 め る の で は な く 、純 粋 に 自 分 の 決 め ら れ た 役 割 を 果 た す

こ と に 終 始 し て い る の で 、楽 し さ 、お も し ろ さ 、充 実 感 を 得 ら れ た 児 童 と そ う で は な か っ た 児 童

と が 生 ま れ て し ま う 。  

○ 発 表  

    他 の グ ル ー プ や ク ラ ス の ビ デ オ ニ ュ ー ス を 見 て 、良 さ を 見 出 そ う と し て い る 。キ ャ ス タ ー の 声

や レ ポ ー タ ー の コ メ ン ト は も ち ろ ん 、同 じ よ う な 題 材 で 作 っ た ２ つ の ニ ュ ー ス を 比 較 し て 、そ れ

ぞ れ の 良 さ や 演 出 方 法 の 違 い に 目 を 向 け ら れ て い る 。視 聴 す る 時 の 評 価 項 目 な ど を 検 討 し 、見 る

観 点 を 示 せ ば さ ら に 深 い 見 方 は で き る の で は な い か と 思 わ れ る 。  

 

（ ３ ） ポ ー ト フ ォ リ オ 分 析 及 び 、 映 像 製 作 学 習 に よ っ て 、 身 に つ け る こ と が 期 待 で き る 力  

    児 童 が 記 録 と し て 残 し た ポ ー ト フ ォ リ オ は 、各 学 習 過 程 ご と に 、何 を 学 び 、自 分 が ど の よ う な

役 割 を 果 た し た か を み て と れ る よ う 項 目 立 て を し た 。次 に 、調 査 児 童 の 一 覧 を 作 り 、そ れ ぞ れ の

段 階 で 、ど の よ う な 視 点 を も っ た か 、何 を 学 び 取 っ た か 、考 え た こ と は 何 か な ど 、メ デ ィ ア と の

関 わ り と い う 観 点 で 児 童 の 記 録 を 分 析 し た 。 そ の 結 果 、 各 自 が 請 け 負 っ た 役 割 に 徹 す る こ と で 、

映 像 製 作 を す る と き に ど の よ う な 演 出 を し て い る か を 学 び 取 っ た り 、自 分 た ち が 伝 え た い こ と を
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受 け 手 に よ り 良 く 伝 え る た め に は 何 が 必 要 か を 考 え た り 理 解 で き て い る こ と が 分 か っ た 。 ま た 、

他 の ク ラ ス の 発 表 を 見 る 際 に も 、「 レ ポ ー タ ー に 注 目 し て み る と … 」「 テ ロ ッ プ の 出 し 方 が … 」な

ど と 、演 出 の し か た に 注 目 し た り 、伝 え た い こ と が 自 分 に よ く 伝 わ っ て き た か と い っ た 、見 る た

め の 観 点 を 自 分 た ち な り に 考 え て 見 て い る こ と が わ か っ た 。こ れ ら の こ と か ら 、メ デ ィ ア を 用 い

て 学 習 す る と い う こ と 、特 に 映 像 製 作 を 行 う こ と は 、メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー を 学 ぶ と い う 観 点 で 十

分 効 果 を 得 る こ と が で き る と 言 え る の で は な い だ ろ う か 。さ ら に 、そ れ ぞ れ の 学 習 過 程 に お い て 、

児 童 に 身 に つ け さ せ た い 力 を 教 師 側 が 示 し 、学 習 展 開 を す る こ と が で き れ ば 、よ り 効 果 的 に 進 め

る こ と が で き る の で は な い だ ろ う か 。以 下 に 分 析 を も と に 考 え ら れ る 育 成 が 期 待 で き る 観 点 を 示

す 。  

学 習 過 程  思 考 力  メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー 育 成 の 観 点  

① 企 画  課 題 発 見 力   発 信 側 の 意 図 が 含 ま れ て い る こ と に 気 づ く

③ 取 材 準 備  構 築 力  目 的 を 考 え 、 情 報 を 選 択 し て 集 め る  

④ ビ デ オ 取 材  予 測 力  状 況 判 断 力  表 現 力  メ デ ィ ア を 使 っ て 、 情 報 ・ 意 見 を 適 切 に 伝

え る  

⑤ 情 報 の 整 理  重 要 な こ と を 見 出 す 力  事 実 に 基 づ い た 情 報 を 発 信 す る  

⑥ ス タ ジ オ 収 録  表 現 力  メ デ ィ ア を 使 っ て 、 情 報 ・ 意 見 を 適 切 に 伝

え る  

⑦ 発 表  自 己 評 価 力  相 互 評 価 力  他 者 が 発 信 し た 意 見 や 自 己 の 意 見 を 客 観 的

に 評 価 す る  

＊ メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー 項 目  http://kayoo.org/home/ 

 

し か し な が ら 、メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー を 学 ぶ こ と を 目 的 と す る た め に は 、学 習 展 開 を 他 教 科・領

域 と も 関 連 さ せ て 実 施 す る こ と も 可 能 で あ り 、結 果 と し て メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー を よ り 効 果 的 に 学

ぶ こ と に も つ な が る 。  

映 像 製 作 を 取 り 入 れ る こ と が 可 能 な 教 科 ・ 領 域 例  

教 科 ・ 領 域  目     的  

総 合  映 像 製 作 を 通 し て 、 メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー の 育 成 を 図 る 。  

国 語  メ デ ィ ア の 特 性 を 活 か し 、 思 い や 願 い を 表 現 す る 力 を 育 て る 。  

社 会  ニ ュ ー ス 製 作 を 通 し 、情 報 を 早 く 正 確 に 伝 え る 工 夫 や 努 力 を 理 解 す る 。

 

 

５ 成果と課題 

 成果 

・映像製作学習が効果的にメディアを理解し、適切な関わり方を学ぶためのメディア

リテラシー学習を進めることに十分適している。 

・メディアを学ぶ際に、児童の思考力や想像する力、個々の表現する意欲を育てるた

めの観点を示し、指導を進めることが可能である。 

・それぞれの学習段階において身につけさせたい力を明確にすることによって、教員

がどんなアプローチをすればよいかを考え、指導するための指標が作りやすくなっ
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た。 

・児童にとって、映像を学ぶことは意欲的に取り組めることであり、メディアをポジ

ティブに考え、活用する態度が育成される。 

 

課題 

・各役割における格差の解消と、それぞれが学んだことをいかに全体のものとするか

を考え、実践していくことができないと、学習内容の格差が残ったままになってし

まう。 

・自己評価・相互評価の内容を検討する。 

・他教科・領域での可能性を検討するだけでなく、発達段階における学習をスパイラ

ルに進めるための指導過程を示し、実践・検証することが必要である。 

 

  インターネットや携帯電話などにより、児童が簡単にさまざまな情報を得ることが

できるようになり、今後ますます情報化は加速していくだろう。メディアを理解する

ことは、情報モラルの育成同様、適切且つ積極的に情報活用をする力を身につける上

で必要不可欠なことではないかと考える。また、メディアの特性を生かした学習活動

は、児童の身につけさせたい力を効果的に引き出すための手段としても有効である。

児童が適切にメディアと関わることができる力を身につけさせることと同様に、教員

もメディアを有効に活用し、児童の力を十分に引き出す指導ができるようになること

も重要な課題ではないだろうか。 
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おわりに 

 今回の研究は、県立総合教育センターの学校支援システムの利用・活用の研究及び

検証という側面もあった。今年度のシステム稼働から、操作研修、ＩＤの登録、県立

総合教育センターと学校を通した環境のテスト等、各校の先生に多くの協力をいただ

き進めてきた。 

 多くのことを要求されたため、実践や考察、フィードバックを数多くこなす時間が

ない中で、各学校での研究報告をまとめていただいたことに敬意を表する。 

 各テーマ毎の成果と課題は、章末にまとめた。それぞれの研究から、「わかる授業」

の展開に県立総合教育センター学校支援システムや県立学校間ネットワークのシステム

の機能や有効性が高いことが実証された。 

 

 調査研究事業は、２か年のものであるので、今年度の成果と課題を踏まえて、さら

に発展的に情報社会で適正な活動を行うための基となる考え方と態度の育成を目的にし

た、メディアリテラシー教育についての研究も含めて来年度の研究を続けていく考えで

ある。 

 

 

○研究主題「教育の情報化に対応した新しい授業支援体制の研究開発」研究協力委員 

 

＜研究協力委員＞ 平成１７年度 研究協力委員  

     

熊谷市立熊谷西小学校 教諭 関根 達郎 

本庄市立中央小学校 教諭 岡芹 純一 

秩父市立影森小学校 教諭 大場 正幸 

入間市立豊岡中学校 教諭 島津 芳久 

深谷市立花園中学校 教諭 大谷 隆 

県立浦和北高等学校 教諭 岡村 起代之 

県立浦和工業高等学校  教諭 堀口 真史 

県立小鹿野高等学校 教諭 川窪 慶彦 

県立新座北高等学校 教諭 白石 紳一 

県立坂戸ろう学校 教諭 後藤 孝志 

 

＜研究協力＞    平成１７年度情報教育推進マイスター 

 

川口市立木曽呂小学校 教諭 原田 美智恵 
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